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日野町議会定例会会議録 

令和８年６月定例会議 

 

令和８年６月１１日（第２日） 

開議  ９時２８分 

散会 １７時２１分 

 

１．出席議員（１４名） 

 １番  錦 戸 由 佳   ８番  山 本 秀 喜 

 ２番  福 永 晃 仁   ９番  髙 橋 源三郎 

 ３番  谷 口 智 哉  １０番  加 藤 和 幸 

 ４番  松 田 洋 子  １１番  後 藤 勇 樹 

 ５番  柚 木 記久雄  １２番  中 西 佳 子 

 ６番  川 東 昭 男  １３番  西 澤 正 治 

 ７番  野 矢 貴 之  １４番  杉 浦 和 人 

 

２．欠席、遅刻、途中退席および早退議員 

   な  し 

 

３．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２３名） 

 町 長  堀 江 和 博  副 町 長  安 田 尚 司 

 教 育 長  安 田 寛 次  政 策 監  縄 稚 隆 司 

 総 務 主 監  吉 村 俊 哲  厚 生 主 監  福 田 文 彦 

 産 業 建 設 主 監  嶋 村 和 典  教 育 次 長  正 木 博 之 

 総務課防災危機管理担当課長  岡 本 昭 彦  税 務 課 長  杉 村 光 司 

 企 画 振 興 課 長  大 西 敏 幸  交通環境政策課長  小 島  勝 

 住 民 課 長  増 田 武 司  保 健 福 祉 課 長  芝  雅 宏 

 子ども支援課長  森   弘一郎  農 林 課 長  奥 野 彰 久 

 商 工 観 光 課 長  加 納 治 夫  建 設 計 画 課 長  杉 本 伸 一 

 会 計 管 理 者  三 浦 美 奈  学校教育課不登校対応担当課長  赤 尾 宗 一 

 生 涯 学 習 課 長  歯 黒 香 織  生涯学習課歴史文化財担当課長  岡 井 健 司 

 企画振興課参事  森 島 美 徳     

 

４．事務のため出席した者の職氏名（２名） 

 議 会 事 務 局 長  園 城 久 志  議会事務局書記  奥 村 好 美 
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５．議事日程 

日程第 １ 議第２３号 財産の取得について（庁内ネットワーク無線化機器） 

 〃  ２ 議第２４号 令和８年度日野町一般会計補正予算（第２号） 

 〃  ３ 議第２号から議第２４号まで（日野町農業委員会委員の任命につ

いてほか２２件）および報第３号から報第５号まで（令和７年度

日野町一般会計繰越明許費繰越計算書ほか２件）について 

〔質 疑〕 

 〃  ４ 議第２号から議第１６号まで（日野町農業委員会委員の任命につ

いてほか１４件）について 

〔採 決〕 

 〃  ５ 議第１７号から議第２０号まで（工事請負契約について（農村整

備事業（農道・集落道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（そ

の２））ほか３件）について 

〔討論・採決〕 

 〃  ６ 請願第５号 「食糧法」（主要食糧の需給及び価格の安定に関する

法律）の見直しをやめ国が主食の価格と需要に責任をもち、国民

への安定供給を支えに十分な備蓄を行うことを求める請願書 

 〃  ７ 議第２１号から議第２４号まで（町道の路線の認定についてほか

３件）について 

〔委員会付託〕 

 〃  ８ 議第２５号 日野町議会会議規則の一部を改正する規則の制定に

ついて 

〔質疑・討論・採決〕 

 〃  ９ 一般質問 

 ３番  谷口 智哉君 

 ２番  福永 晃仁君 

１１番  後藤 勇樹君 
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会議の概要 

－開議 ９時２８分－ 

議長（杉浦和人君） 全員ご起立お願いします。 

 一同礼。 

－起 立 ・ 礼－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 ただいまの出席議員は全員であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元へ配付のとおりであります。 

 はじめに、会計管理者から行政報告があります。 

 会計管理者。 

会計管理者（三浦美奈君） おはようございます。 

 議長のお許しを頂きましたので、行政報告をさせていただきます。 

 去る５月31日、令和７年度の各会計の出納閉鎖を実施いたしましたので、その概

要をご報告申し上げます。本日配付させていただきました令和７年度出納閉鎖状況

の資料をご覧願います。 

 まず、一般会計につきましては、歳入120億7,856万7,240円、歳出113億3,440万

6,401円、差引き７億4,416万839円の残額となりました。 

 なお、歳入歳出差引き額から繰越明許費に係る一般財源１億1,121万3,000円を差

引きしますと、６億3,294万7,839円になりました。 

 次に、各特別会計の報告をいたします。 

 国民健康保険特別会計は、歳入20億1,911万6,247円、歳出19億8,923万8,476円、

差引き2,987万7,771円の残額となりました。 

 介護保険特別会計保険事業勘定は、歳入22億4,346万2,996円、歳出21億7,421万

9,854円、差引き6,924万3,142円の残額となりました。 

 介護保険特別会計介護サービス事業勘定は、歳入896万5,021円、歳出896万4,812

円、差引き209円の残額となりました。 

 後期高齢者医療特別会計は、歳入３億7,099万4,298円、歳出３億6,342万2,252円、

差引き757万2,046円の残額となりました。 

 西山財産区会計は、歳入272万6,123円、歳出204万6,877円、差引き67万9,246円

の残額となりました。 

 以上、令和７年度出納閉鎖状況の報告といたします。 

議長（杉浦和人君） 会計管理者の行政報告は終わりました。 

 日程第１ 議第23号から日程第２ 議第24号まで（財産の取得について（庁内ネ

ットワーク無線化機器）ほか１件）を一括議題とし、町長の提案理由の説明を求め
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ます。 

 町長。 

町長（堀江和博君） 皆様、おはようございます。それでは追加提案をさせていただ

きます。 

 日程第１ 議第23号、財産の取得について（庁内ネットワーク無線化機器）。 

 本案は、庁内ネットワーク無線化機器を新規取得するため、去る５月28日に指名

競争入札を行い、522万5,000円をもって、キノンビクス株式会社、代表取締役福永

悟が落札しましたので、地方自治法第96条第１項第８号および日野町議会の議会に

付すべき契約および財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の

議決をお願いするものでございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 日程第２ 議第24号、令和８年度日野町一般会計補正予算（第２号）。 

 本案は、第１条のとおり、日野町一般会計予算の総額に歳入歳出それぞれ1,245

万円を追加し、予算の総額を119億3,538万3,000円とするものでございます。 

 今回の補正予算は、特定非営利活動法人および社会福祉法人が実施するグループ

ホームの整備に対し、県の補助金の交付決定があったことから、このグループホー

ムの整備に対する町の支援に必要となる経費について、所要の予算措置を講じてお

ります。 

 それでは詳細をご説明いたします。お手元の議案、議第24号、令和８年度日野町

一般会計補正予算（第２号）に添付しております歳入歳出補正予算事項別明細書を

ご覧願います。右側のページで申し上げます。 

 まず、７ページの歳入につきましてでありますが、第19款繰入金につきましては、

財政調整基金繰入金を増額補正しております。 

 ９ページの歳出でございます。第３款民生費につきましては、障害者グループホ

ーム整備事業におきまして、特定非営利活動法人および社会福祉法人が、滋賀県の

重症心身障害者等施設整備事業費補助金の交付を受けて実施するグループホーム

整備に対する町の支援に必要となる経費を新規計上しております。 

 以上、令和８年度日野町一般会計補正予算（第２号）の提案説明といたします。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（杉浦和人君） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 ここで暫時休憩いたします。なお、休憩中には議員全員協議会を開催いたします

ので、議員の皆さんにおかれましては委員会室にお集まりを頂きたいと思います。

それでは暫時休憩いたします。 

－休憩  ９時３４分－ 

－再開 １０時３３分－ 

議長（杉浦和人君） それでは再開いたします。 
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 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第３、議第２号から議第24号まで（日野町農業委員会委員の任命についてほ

か22件）を一括議題とし、各案に対する質疑に入ります。 

 また、報第３号から報第５号まで（令和７年度日野町一般会計繰越明許費繰越計

算書ほか２件）についても質疑を許可いたします。 

 質疑はありませんか。 

 ２番、福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） それでは、私のほうからは、議第20号、工事請負契約について

（日野中学校体育館空調設備整備工事）に関連して質疑のほうをいたします。 

 先ほどの議員全員協議会の中でも、いろいろ細かなところの質疑のほうがござい

ました。専門的な機器とか納期の状況は、担当課さんのほうがしっかりと調整して

いただけるというふうに思っております。 

 ただ、日野町という特性上、今後これが議決をされた後、工事をしますというこ

とを住民の方に周知をされると思います。その中でおおよそに出てくるのが、中学

校の工事が行われたという中で、次、５つの小学校がございます。小学校に関して

はどのような構想を持たれているのかというふうなことを住民さんは少し思われ

るのかなということと、あと、大谷公園体育館について、一般の方も、町外の方も

国スポの会場として来られました。そこの体育館の今後はどういうふうに考えられ

ておられるのかというのが、まず１つ、住民の方の関心事としてありますので、構

想をお聞かせいただきたいなと思っております。 

 それから、同じ議案のほうでもう１つ。中学校の体育館は、学校の体育施設の開

放が行われていると思います。現在、照明料として１回500円、それから中学校に

関しては毎日５時から10時までということで、事前に連絡を頂いて調整をされてい

ると思うんですけども、結構早い段階から、数か月前から調整が各学校開放のほう

は行われていると思うんですが、これ、例えば中学校の体育館に空調が入ったとい

うことで、料金の設定の仕方とか、あとはやはり夏場の、特にバスケットボール、

バレーボール等、社会人等も含めて、これからかなり使いたいという人が出てくる

のではないかなと思っております。今であれば、基本的には大谷公園がすぐに借り

れますので、体育館が、借りるんですけども、やはりエアコンがあるのであれば、

基本的にはほかの、今の町外に関しては結構エアコンがついた体育館が非常に多く

使っておられるのがもう実際にございますので、そういったときにかなり集中した

ときにどういった方向で調整をしていくのか。そういったところ、空調工事をする

にあたって考えられているところをお聞かせいただきたいなと思います。 

議長（杉浦和人君） ２番、福永晃仁君の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 教育次長。 
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教育次長（正木博之君） 福永議員のほうから、議第20号、工事請負契約について（日

野町中学校体育館空調設備整備工事）につきましてご質問を頂戴いたしました。 

 まず１点目の、中学校の体育館にエアコンがつく中で、今後小学校の構想をどう

いうふうに持っているかということなんですが、限られた財源の中で、今のこの暑

さ対策という中で、まずは中学校。部活を中心に使用頻度も高うございますので、

まずは中学校ということで、庁内で協議をして中学校につけさせていただきました。 

 ただ、全国的な動きでありますとか全県的な流れを見ますと、小学校にもつけて

おられる自治体もいらっしゃいますので、そこも鑑みた中で今後検討していく必要

があるかなというふうに思っていますが、現在のところはそこにはまだ至っており

ません。 

 ただ、教室につけました空調機のほうも大分時がたっておりますので、そちらの

傷みも進んでおります。そういうところの経費等を鑑みる中で、今後学校のいろん

な施設管理を含め、体育館のエアコンについても、待ったなしの状態でございます

ので、検討してまいりたいと思います。 

 大谷体育館のほうにつきましては、建設計画課長のほうから答弁させていただき

ます。 

 あと、学校開放の調整につきましては、まだ具体的などういうふうになるのかと

いうところが進んでおりませんので、今後学校開放を担当しております生涯学習課

と、それから利用団体さんとの調整ということになろうかなと思いますが、現在の

ところ想定をしておりますのが、エアコン代が、先進地で同じようにガスの仕様の

設置でどれぐらいガス代が要るかということをお聞きしていますと、１時間5,000

円ぐらいということですので、そこをご負担いただくということになるとかなり高

価でありますが、そこの使用の団体だけそこを払っていただかないというのもちょ

っと不公平が生じますので、現在のところはプリペイドカードを購入していただい

て、使用いただくときはそれを使用いただくということになろうかなと思っており

ます。 

 ただ、値段も高額になってまいりますので、日中の日が日没した後に学校開放は

比較的ご使用されることがあるので、その中でのご判断ということも含め、今後は、

入る前からですけども、学校開放の団体さんとまず協議をさせていただく中で、そ

こ、議員ご指摘のように使用ニーズが高いということであれば、団体間での調整を

していただく中で、生涯学習課のほうで調整をしてまいることになるかなというふ

うに考えております。 

議長（杉浦和人君） 建設計画課長。 

建設計画課長（杉本伸一君） 福永議員から、大谷体育館の空調設備についてご質問

いただきました。 
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 今現在、大谷体育館につきましては、長寿命化対策ということで、体育館自体の

施設整備ということで、国費を使って整備を進めているところでございます。 

 また、公園内の施設につきましては、公園の整備というところで、子どもさんが

遊べる空間づくりも取り組んでいるところでございますので、空調につきましては

その整備が落ち着いた段階での次の対応というようなところで考えているところ

でございます。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） ただいまご答弁いただきました。 

 当然今から検討をしていくというふうなところは十分分かるんですけども、先ほ

ど納期が約６か月かかるというふうなところで、工事自体は２か月で終わるという

ふうなお話を聞きました。ですので、当然考慮できる時間はたくさんあるというこ

とで、工事が始まってから検討しますということでは、もう体育館を借りる期限の

ときになってしまいますので、恐らく住民さんとしては、もう空調が設置をされま

すというふうなのが頭に入ると、どういうふうに使おうかなと、特に今、スポーツ

関係とかのやっぱり指導者の方が非常にいろんなものを調整しながらやっていた

だいていますので、先ほど１時間5,000円というふうなお話は、これは多分世間一

般的にそれぐらいかなとは思います。 

 各市町の体育館もそれぐらい、5,000から7,000円、１時間で取られるところを使

われていますけども、一般的に使おうと思うとやはり厳しいので、そういったとこ

ろで、そういった部分まで含めて検討いただけるというふうなところとセットで、

やはり大谷公園と日野町学校体育館というふうにセットでこれから考えていかれ

ると思いますので、ぜひちょっと前向きに検討いただければなと思います。 

 以上で終わります。 

議長（杉浦和人君） ほかに質疑ございませんか。 

 ６番、川東昭男君。 

６番（川東昭男君） それでは、私のほうから２議案について質疑をさせていただき

ます。 

 まず、令和８年度日野町一般会計補正予算（第１号）の事項別明細書の11ページ、

財政管理事業の400万円について少しお聞きしたいと思います。 

 この予算につきましては、説明の中で自治体予算の査定業務の自動化・高度化シ

ステムの導入のためとしておりますが、これまで行ってきた予算査定の方法と今回

の導入の違い、そして導入により期待される効果についてお伺いします。 

 また、当初予算でなくて、なぜ今回の補正なのかお聞きしたいと思います。 

 ２点目ですが、本日提案されました議第24号令和８年度日野町一般会計補正予算

（第２号）、右側の事項別明細書の９ページ、障害者グループホーム整備事業の



2-8 

1,245万円についてです。 

 グループホームの整備という、支援ということなんですけれども、具体的にどの

ような計画がどこでどのような規模でされるのか、具体的なことについてお聞きし

ます。 

 また、今回の補正予算が追加でされたんですけれども、その辺の経緯についても

お聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

議長（杉浦和人君） ６番、川東昭男君の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 総務主監。 

総務主監（吉村俊哲君） ただいま川東議員のほうから、議第22号、令和８年度日野

町一般会計補正予算（第１号）の歳出予算の中で、総務費で提案しております財政

管理事業の400万円の中身につきまして、自治体予算査定業務自動化・高度化シス

テムの導入の目的や効果、そしてまたこの提案時期についてお尋ねを頂きました。 

 まず、現在の予算査定といいますものにつきましては、各原課のほうから要求書

等をまず最初に提出等を頂いております。また、それらの要求書を取りまとめた後

に、各種計画との整合ですとか金額の妥当性とかを、また過去の予算とかをいろい

ろ財政担当のほうで比較なんかをしながら査定業務を行っているところでござい

ます。 

 こういった限られた時間と人員の中で、予算要求書の狙いを十分読み込んで、過

去の予算との突合や各種計画との整合確認、金額の妥当性を行うには非常に時間的、

人的にも厳しい制約があるというふうに考えております。 

 こういったところの整理に時間を割けば割くほど、政策的な議論や原課との調整

に十分な時間を確保することがなくなる状況にもあるということから、このシステ

ムを使いまして、まず前さばきとしての一時整理を行わせて、議論や調整の時間を

確保できるようにしていきたいというふうに考えるものでございます。 

 導入することによりまして、一次査定における確認作業の省力化が図れるのでは

ないかというふうに考えておりますし、また、行政職員は人事異動等によりまして

担当も変わっていくことから、財政担当の交代による判断のばらつき等を抑える効

果も期待できるのではないかというふうに考えております。 

 確認作業等の時間を、政策判断や原課のヒアリング、調整、あるいは現場確認等、

予算査定の充実に振り向けることが可能になることというところに期待をするも

のでございます。 

 次、最後、６月補正になった理由につきましては、12月の後半にこのシステムの

紹介がございまして、既に令和８年度の当初予算の要求が締め切られた後でござい

ました。十分に検討するのには時間的に余裕がないことから、当初予算での計上は

見送ったということでございます。 
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 今回６月補正で予算措置ができますと、７月から８月に契約を行い、９年度の予

算査定時期となる11月頃までに導入ができることから、提案をさせていただくもの

でございます。 

 また、地方債の活用も今年度に入りましてからめどが立ったということも、今回

の提案とさせていただいた理由でございます。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（芝 雅宏君） ただいま川東議員から、議第24号、令和８年度日野町

一般会計補正予算（第２号）の、グループホーム建設についてご質問いただきまし

た。 

 まず、場所、どこに整備されるかということです。２か所ありまして、まずはわ

たむきの里のグループホームが内池にあるんですけども、旧母子健康センター跡地

ですが、そこの隣に新しい敷地を購入されて整備をされることになっています。 

 もう１か所につきましては、先日、さくら工房という事業所が、ＮＰＯ法人なん

ですけども、そちらが旧ＪＡの西桜谷支所を購入されて、そこで新たな作業所をつ

くられたんですけども、そこの敷地内に建設されることになっております。 

 規模ですが、わたむきの里のほうは５人定員、さくら工房、滋賀自閉症研究会た

んぽぽというＮＰＯ法人ですが、そちらは10名定員となっております。 

 当初予算に計上していなかった理由なんですけども、施設整備はかなり大きな額

が必要になりますので、国や県の補助がないとやはり着手することが困難となって

います。施設整備補助金は、事業所が県に申請して、国とか県の補助金がつくこと

になるんですけども、今回は県の補助金が日野町から２か所、今年度になって申請

をされまして、５月に入ってから交付決定を受けられました。そこで町としても最

速で対応したところですが、今回６月補正で提案させていただくということになり

ました。 

議長（杉浦和人君） 川東昭男君。 

６番（川東昭男君） まず、予算の査定をコンピューター化するというのか、システ

ム化されるということで、非常に省力化、時間短縮だとか、そういったメリットも

あると思います。 

 １つは、今、このシステム化することが全国的な流れなのか、滋賀県の中でそう

いうことに取り組んでおられるところがあるのか、その辺の状況を調べられて導入

を決定されたのか。 

 それからもう１つは、普通、予算査定ではヒアリングをされると思うんですけど

も、ヒアリングなしということになるのか。そうであれば、担当者や担当課の思い

の把握、どのようにされるのか。その辺について現状どのようにお考えか、もう一

度お聞きしたいと思います。 
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 次に、障害者グループホームの関係ですけれども、ＮＰＯ法人のさくら工房です

か。これが旧のＪＡ西桜谷で10人、そしてわたむきの里が現在ある母子センターの

グループホームの横に５人プラスされる施設と、こういう理解でよろしいですね。

分かりました。総務主監の答弁をお願いします。 

議長（杉浦和人君） 総務主監。 

総務主監（吉村俊哲君） ただいま川東議員から再質問を頂きました。 

 自治体予算の査定業務の自動化・高度化システムでございますけれども、滋賀県

で導入を考えているのは日野町のみということでございます。全国では20余りの自

治体がこのシステムに関心を持っておられまして、既に昨年度、10の自治体が、パ

イロット版ということでお試し版のソフトを使った試験的な行動というんですか、

査定の中での取組をされているというところでございます。 

 自治体予算査定につきましては、各自治体でこの課題は共通しているというふう

に考えておりますので、日野町だけでなく、そういうような悩みをお持ちのところ

はほかにもあるんだなということで、ほかの自治体と共同して調達していこうとい

うことで判断をさせていただいたものでございます。 

 ヒアリングにつきましては、このシステムで前さばきをさせていただいて、その

システムがカルテというものも作り出してきますので、その中に政策への適合性や、

また財政、また金額の妥当性、そしてまた予算要求に対する改善や修正の有無があ

るかないかといったものを、画一的にチェックをまずしてくれるということになり

ます。それを財政担当は手元に置きながら、各課とヒアリングを十分重ねて、時に

は現地へ行ったりとか、あるいはもう少し内容を先に原課に詰めて下さいとかとい

うことをしていただきながら、最終的にはこのＡＩのシステムが査定判断を下すの

ではなしに、財政担当や主監課長、そしてまた町三役がその予算については決定を

していくということで、最後は人がしっかりと査定をした結果を出していくという

ようなものでございます。 

議長（杉浦和人君） 川東昭男君。 

６番（川東昭男君） 全国で20が取り組んでいて、滋賀県では日野町だけと。ある意

味、挑戦をされるということですね。 

 ただ、時間短縮、三役査定も相当時間もかかっていらっしゃったと思いますし、

原課もどのように評価しているか、統一もいろいろあったと思うんですけども、一

応一遍試していただいて、また成果をお聞きしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

議長（杉浦和人君） ほかに質疑ございませんか。 

 ７番、野矢貴之君。 

７番（野矢貴之君） 私からは、議第24号、令和８年度日野町一般会計補正予算（第
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２号）、障害者グループホーム整備事業につきまして質問いたします。 

 まず、前提としまして、障害者グループホームの整備に関しては、民間の事業所

が動いていただいて整備されていくということは非常にありがたいことで、私自身

もすばらしいことなんだと思っておりますという前提があります。その上で、この

予算として町が歳出するという仕組みについてお聞きしたいと思います。 

 まず前提としまして、今回の私たちへの説明についてもそうですし、住民さんへ

の説明も丁寧にしたいところなのでお聞きするんですが、頂いている補正予算の概

要では、県の交付を受けて実施するグループホーム整備に対する支援に必要となる

経費を新規計上するということで、先ほど全協でも聞いたんですけども、県の交付

決定があるから町が支出するというルールではないはずです。それであれば、ほか

の何か県の補助金をもらったら、私も町からお金下さいということが成立してしま

うので、補助を出すという一定のルールや、その辺は明確にしておく必要があるん

じゃないかと思っています。これは公平性の観点からです。このジャンルに関して

だけではなくて全ての町の予算をどういうふうに使うのかというのを私たちが一

緒に考えて、一緒に判断するための材料としてですね。住民さんもそれを納得する

ために、その説明が必要だと思っています。 

 その上で、要は私たちが受けている説明では不十分なので、これは根拠じゃない

はずなので、それは何が根拠ですかというときに計画が出てくるというふうに聞き

ました。第７期日野町障がい福祉計画だと思っています。それだけでもこれのどこ

に該当して町が補助金を出すという根拠になるのかというのが分からないので、ど

の部分なのかというのをお聞きしたいのと。 

 幾つか聞きます。また、先ほど当初予算には示されなかったというのは聞きまし

たが、ただ、今年度する主な事業みたいなものとかで何らか示すことができなかっ

たのかなとは思ってもいますけれども、予算が初めつかないと示すことができない

のであれば、予算のつかない事業は我々に説明がないのかなということで、それに

納得するしかないのかなというところなんですが、そこはちょっと分からない。も

し答弁ができればしていただきたいのと、あと、これはいわゆる補助メニュー、も

う公開はされていなかっただろうというふうに思っています。つまり、同じような

ことを考えていた方がおられたり、後発組があったとしても、もう補助されない可

能性もあったりして、これはどういう根拠でここに補助することになるのかという

のが、この公開があったかどうかの有無も含めて、どのように判断したものかとい

うのをお聞きしたい。 

 また、障がい福祉計画にのっとって、町が進めたい事業を民間が共同で行ってく

れたという考え方であれば、この手上げがなかったらこの計画の達成はどうなるの

か。どうなっていたのかというのも併せて教えて下さい。 
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議長（杉浦和人君） ７番、野矢貴之君の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 福祉保健課長。 

福祉保健課長（芝 雅宏君） ただいま野矢議員から、議第24号、令和８年度日野町

一般会計補正予算（第２号）のグループホームの建設についてのご質問を頂きまし

た。 

 まず、なぜ必要かというところです。障がい福祉計画、議員の言われたここの、

ちょっと今持っておられないかもしれないんですけども、ページで言いますと27ペ

ージに居住系サービスというところがありまして、そこにグループホームという項

目があります。そこの、３年間なので６、７、８、今年度までの分が計上されてい

まして、令和８年度は定員が51ということを目指しております。 

 現在、日野町には８か所ありまして、合計44人の定員。51人という目標でしたの

で、そこそこ近い数字にはなっているんですが、まだ足りないということで。ただ、

こちらにつきましては令和８年度まで、今年度までの計画なので、現在新しい計画

を策定中です。そちらで、議員が言われたとおり、町だけでもできないし、事業所

だけでもできないというところなので、その計画の策定委員にはもちろん事業所の

方にも入っていただいて、どのように計画していこうというのを一緒に考えて進め

ているところです。次の計画では、もちろんもうちょっと定員を増やしていこうか

なということになっております。 

 公開されているかないかということなんですけども、こちらについては、今回は

県の補助なんですけども、国にも同じような補助がありまして、それを受けるとき

には、まず事業所から予定を上げるんです、県とか国に。そのときに町が推薦書と

いうのを上げさせていただいています。そこに、計画に基づいて整備をするという

ことなので、その推薦書がないと恐らく、補助がつくのも県で２か所とかそれぐら

いのものなので、なかなかつかないということで、公開はしていないけれども、町

はそこにがっつりかませていただいております。 

 ということで、手挙げがなかったらどうかというところも、もちろん申請をされ

るという行為自体が、もう町を通して、町が申請するわけではないんですけども、

町も把握した中で申請されますので、公開はしていないけども事業者さんは分かる

と。ということで、今回、滋賀自閉症研究会たんぽぽ、こちらは初めて申請される

ことになるんですけども、そちらも対応させていただいていると。ということでし

た。 

議長（杉浦和人君） ７番、野矢貴之君。 

７番（野矢貴之君） 再質問をいたします。 

 計画等々についてはどの部分かというのをお示しいただいたので、また見ておい

たり、委員会でもそこを見ながら議論されたらよいかなと思うんですが、再質問を
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したいのは、要は計画があって、そこに対してそれを達成するために予算を使うと

いうのは当然のことかなとは思っているんですが、計画があってもそこに対して予

算がつかないものっていっぱいあると認識しているんですよ。 

 例えば、教育とか、むっちゃ分かりやすいんですけども、教育振興基本計画とか

に書かれている内容を達成するために、こんなことやったらどうですかねというの

があったとしても、基本的には予算はつかないし、人もつかない。当初予算で発表

されているもの以外の予算をつけるというのは非常に難しいと、民間としては思っ

ています。 

 ただ、今回の件は当初予算で示されてもいないけれども、町が推薦をして予算が

つくと。町が推薦して予算がつくということは、当然ほかのことにも使える予算、

必要な予算の枠があるとして、それをこちらに優先的にとか、もしくは重要度が高

いのでこちらにはつけることを覚悟して、町は推薦をしているというような考え方

ですよね。 

 そう考えると、今から２点聞きたいんですが、１つは県の補助を得るにあたって、

町が推薦したり町との共同計画みたいなものを出さなきゃいけないものというの

はほかにもあるとは思っていますが、それが通れば当然町は補助を出す、町が推薦

を書いたものは町が補助を出すという、そういうルールという考え方でよいのかと

いうことですね。 

 もし、それが町が推薦書を書かなくて県の補助をもらった場合も町が出すのかと

いうのは、聞こうかと思ったんですが、今多分関係ないから、今の質疑にはならな

いでしょうね。ということです。 

 もう１回整理しますと、推薦書を出した、これ、ちょっと総務のほうになるかも

しれないけど、ルールのほうとしては。推薦書を出すという時点で、もう町は補助

金を出すということが、許されるというか、そういうふうな考え方で執行されてい

くものなのかというのが１点。 

 もう１点は、もう一度お聞きしたいんですが、手挙げがなかったらというのは、

推薦したので手挙げがありましたじゃなくて、そもそも申請がなかったら、これを

建てますよというのを民間が動かなかったら、この計画というのはどういうふうに

達成に向かっていく予定だったのかというのを教えて下さい。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（芝 雅宏君） ただいま再質問いただきました。 

 まず、予算の面についてですけども、この施設整備補助金自体の仕組みが、国へ

の申請だったり、県への申請だったりが、事業所からすることになるんですけども、

申請される際には町も当然計画に基づいてということで、その申請をしてもらいま

しょうかということにはなっています。ただ、県で２か所とか１か所だったりする
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ので、ほとんどつくことがないような補助金ではございます。 

 町としても、そこは計画に基づいて整備をしていきたいというものでもあります

し、仕組み自体がほかの補助金のように国へ町が申請するとか、県が申請するとい

うものであれば分かりやすいかなと思うんですけども、事業所が県とか国に直接申

請されるものなので、そこは、本来、県４分の３とかついたとしても、町を経由し

ていたら町の補助金もつくものだと思うんですが、そこで一緒に計画を立てて、一

緒にやっていこうということになっているのに、事業所が推薦してよかったねとい

うようなことではなくて、そこはやっぱり町の補助金も出していきましょうという

ことで、そういう計画に基づいたものについては、施設、グループホームとかにつ

きましては今までも補助をしていたところです。 

 手挙げがなかったらどうするのかなんですけども、そこも計画を策定する段階で

これぐらい必要だねということを、計画なので、町でこれぐらいの人が望んでおら

れる、今後これぐらいの方が利用されるであろうということも見込みながら、利用

されるだけではなくて、やはり法人のほうも体制が整わないとなかなか手を挙げた

くても挙げられないというところもありますので、そこの準備が、計画をしている

ので事業所さんも人数の確保とか体制とかを整えながら、行けるということになっ

たときに申請をしていただくということなので、手を挙げなかったらとか、動かれ

なかったらということは、動くように町も事業所も一緒になってその計画の段階か

ら考えて進めているというようなことになります。 

議長（杉浦和人君） 総務主監。 

総務主監（吉村俊哲君） 野矢議員のほうから、予算の仕組みといいますか、補助金

の交付の手順等についてお尋ねを頂いていたかと思います。 

 町は、１年間の大きな取組の内容を金額で示したものが当初予算書ということに

なります。１年間かけてこういうことをするんだということをお認めいただくため

に、分厚い冊子で見ていただくんですが、それだけでは分かりにくいということで、

当初予算の概要というものをお作りいたしまして見ていただいている。さらに、そ

の中身が事業ごと、金額ごとにあるいは分かるようにしているものが、令和何年度

に取り組む主な事業というふうなものの付表といわれる資料になっております。し

たがいまして、予算書にあって計上しているものが概要にあって、その概要の細か

なものがその主な事業になっておりますので、予算書に計上していないものについ

ては掲載はしていないということになります。なので、民生費の何々事業はどうい

う内容でいくらついているというものを付表のほうで見ていただいて、それが執行

されるんだなということを参考に、当初予算等は議決を頂いているものというふう

に考えております。 

 １年間の動きの中で、そういう何々事業という狙いがあるものについて、個別に
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ひもづけされているものもあれば、枠というような形で、毎年これくらい要求があ

るので、これくらいの予算を持っておきたいというようなものもあったりもします。

そういうなもので枠で取ってあるものであれば、手を挙げていただいた順番に補助

金とかをお出しする、あるいは、枠ではなしに、今度ひもづいているものについて

は、もともと予算を組むときに、前年度中に区長様や団体様に補助金はどうですか

というお伺い等をしておりますので、それに基づいて各担当課は要求をしてきてお

りますので、その計画どおりにお進めされますかということを、今度は計画の協議

ということで、事前にお申出があったところと細かな詰めをしていくということに

なります。協議が整った後に具体的に申請行為に及んでいただいて、そしてまた交

付決定というような形で町が補助金を正式に決めていくという、そういう手順がご

ざいますので、予算がないところにはその手順等は基本的には発生しないというふ

うになります。 

 途中で今回のように出てきたものにつきましては、県のほうの予算措置も、前年

度中にはつけるおつもりがどこまで確定していたかは分かりませんけれども、その

準備をされてきたことが今回正式に決まったということで、町のほうもそれに合わ

せて補助をするということを、担当課のほうで協議を財政のほうにしてきて、合意

をしたというような査定をした上でその決定をしていると、予算を措置するという

ことを決定したものということでございます。 

 なので、先についてあるところからよそへ回すというようなことも、流用とかで

できなくはないんですけれど、基本的には補助金というものは町がこういう姿であ

ってほしい、こういう目的を達成してほしいということの狙いを決めてお出しをし

ておるものですので、当然その前には審査をさせていただいてあったものが、その

決定とともに実行いただくということになりますので、思いつきではなしに、それ

ぞれいろんな団体さんや、そしてまた自治会さんとかも計画性を持ってしていただ

いておりますので、町のほうも当初予算で決めてしまっているから、もう途中では

なしよではなしに。 

議長（杉浦和人君） 総務主監、簡略にお願いします。 

総務主監（吉村俊哲君） 分かりました。要望等がありましたら適宜対応していきた

いというようなものでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 野矢貴之君。 

７番（野矢貴之君） では、最後に再々質問をします。 

 先ほどの、手挙げがなかったらという件と、もう１点だけお聞きしたいんですが、

手挙げがなかったらというのは、ちょっと私の聞き方がややこしかったのか、計画

の段階でもう既に手挙げはある状態ですということなので、じゃなくて、僕はこの

障がい福祉計画が、町が基本的に立てていて、事業所とは関係なく町が立てている
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ので、事業所がどう動くかというのが100パーセント読めていなかったら、事業所

が建てますと言わない可能性もあるでしょうということで、建てますと言わなかっ

たら、この目標、計画はどうやって達成するのかというのを聞きたかったんですけ

れども、別の聞き方をして再々質問したいと思うんですが、障がい福祉計画は日野

町の関連する事業所と一緒に立てているという考え方で合っているかどうかをお

聞きします。 

 なので、どのぐらいの今後展開していきますかというのを踏まえて町が計画を立

てられていれば、未来のキャパの目標を達成していくというのが共同で達成してい

けるという考え方なので、手挙げもあるだろうと、達成もしていけるだろうという

ふうになっているのかなと思ったので、そういうものなのかというのを質問します。 

 もう１つ。こういった障がい福祉計画のこの部分ですよとか、この支出の根拠に

なるものをもう少し詳しく予算委員会で資料として提出していただくことはでき

ますかということで再々質問にしたいです。 

議長（杉浦和人君） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（芝 雅宏君） ただいま野矢議員から再々質問を頂きました。 

 日野町の計画は関連する事業所と一緒に計画を立てているのかということです

が、日野町内だけではなくて東近江福祉圏域ですので、日野町の事業所と東近江圏

域の主たる事業所の方、あとは民生委員さんとか、事業所以外の方の声も必要です

のでそういう方に入っていただいて、グループホームだけではなくて、いろんなこ

とに関してどれぐらい必要かということを決定しています。 

 根拠になる資料を予算委員会で提出ということですが、また準備をさせていただ

きます。 

議長（杉浦和人君） ほかに質疑ございませんか。 

 山本秀喜君。 

８番（山本秀喜君） 私のほうから、議第17号、工事請負契約について（農村整備事

業（農道・集落道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（その２））についてと、

議第18号、工事請負契約について（町道西大路鎌掛線道路改良工事（その13））と

議第19号、工事請負契約について（町道西大路鎌掛線橋梁工事（その１））につい

てお伺いをしていきます。 

 まず、農村整備事業の石子山トンネル長寿命化工事の、今回ＬＥＤ化をしていく

という工事についてなんですが、昨年度本体の修繕工事をされて、今年度ＬＥＤ化

の工事をされるということです。先ほど全員協議会でお伺いしたので、ちょっと整

理して再度お聞きしたいと思います。 

 今回の照明のことについては、中ほどが非常に暗いと。これも昼間の中ほどが非

常に暗いということで、出口付近が明るい。これは先ほど説明あった、トンネル内
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の照度、明るさの規定というのが道路法の中で規定されていて、どうもスピードに

よって、高速道なんか、非常に明るいですよね。一般道にしてはちょっと暗めの照

度の規定がされているのかなというふうに思わせていただきました。夜はまた均等

に、やっぱり真っ暗ですので、均等についているというのが照明の在り方になって

いるのかな、ガイドラインになっているのかなというふうに思わせていただきまし

た。 

 基本照明というのがあって、これは常時についていて、それから入り口付近は晴

曇天照明というんですか、昼間は出口付近を明るくするという形の照明の在り方と

いいますか、トンネルの照明の在り方になっているのかなというふうに思わせてい

ただきました。 

 それで、その中でも、当時令和４年の決算のときに、やっぱりトンネル内部が非

常に暗いということが、ちょっと指摘も頂いて、やっぱり暗いなということで、こ

れ、事故が発生したらどうするんですかと。トンネルを、西大路から出たところの

小野川の、ソーラーの発電があるんやけども、あれにつるが覆いかぶさって、要は

太陽光の機能をしないんじゃないかという指摘をさせてもらって、一旦は照明切れ

の改善をしてもらったり、太陽光のつるを除去してもらったと記憶しています。 

 以降も、今の太陽光のつるは多分農林課の方が夏前の繁茂するときにやられてい

るのかなというのは思うんですが、照明については、一旦直ったんやけども、また

再度、寿命化ということもあって切れていって、今の状態になっていたと思ってい

ます。改めて石子山トンネルの照明切れの対応、どのようにやってきたんかという

ことをこの場でお伺いしたいと思います。 

 定期点検の話なんですが、先ほど３年置き、近年では令和元年、令和４年とお聞

きしたんやけども、３年置きやと令和７年、昨年にやられているはずなので、その

ときの点検結果はどうやったんかと。要は、いつ頃切れ出したんやろうということ

をちょっと知りたい。要は、寿命というものを知りたいわけで、その点、要は令和

７年の、３年置きですから、点検結果を教えてほしいなと思います。 

 もう１つは、切れたままの放置はよくないのはもう当たり前のことや。規定の中

にあるわけですから、切れとったら直すというのがセオリーであるということも先

ほどお聞きしたんですが、だから、いつの情報を得て要は判断するかと。更新して

いくという判断をするかという、その情報ですね。要は、農林課のほうにどうやっ

て情報が行くのというところ。独自で定期点検の結果だけで見てやるのか、今度は

切れたら直す、でもすぐ直らないから、更新の、改善する計画を立ててやるという

ことになるので、要は切れたままの放置の情報というのの入手はどのようにされて

いるんでしょうか。これは、要するに安全管理の体制、そういうところをお聞きし

たいと思います。 
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 それと、工事。説明では令和９年３月10日までということの工事になっています

けども、いつ完了予定なんでしょうか。このまま３月工事完了やったら、とてもや

ないなと思っているので、そこら辺、工事完了予定はいつの予定なのか、その点を

お聞かせ願いたいと思います。 

 それと、今の町道西大路鎌掛線については、その13と橋梁工事その１については、

今見させてもらっていると、随分と本当に進んできたなと思わせていただいていま

す。ただ、住民の方は、もう最終、いつになるんだよと、そればかりでございます。

令和８年度は、鎌掛からの続きと、同時並行で西大路の日野川を渡る橋梁工事と双

方から工事が始まるということで、大変大きく前進するんではないかなとうれしく

思っています。 

 改めて、令和７年度に用地買収を進められておりますので、そのときに伺ったの

が、もう残り数件やということで聞いていますので、その進捗と、日野川を渡る橋

梁の工事も同時に始まることから、完成年度がちょっとでも早まるかなと期待して

いるんですが、今、令和15年とお聞きしていますけども、ちょっとでも早まること

を期待していますが、その点いかがでしょうか。 

 その２点です。よろしくお願いします。 

議長（杉浦和人君） ８番、山本秀喜君の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） ただいま議第17号、工事請負契約について（農村整備事業

（農道・集落道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（その２））についてご質

問を頂きました。 

 令和４年度のときに照明器具を交換したところですが、その後につきましては計

画的に整備をしていくということで、５年、６年と、先ほど説明させていただいた

設計なり計画を立ててやっていたので、この間についてはなかなか実際の定期点検

などの措置ができていなかったというのが実情のところでございます。 

 ２つ目の、その後の定期点検ということでしたが、定期的にパトロールをしたと

いうようなことは農林課としてできていなかったというのが結果でございます。 

 あとは、工事の完了予定となっているがということで、一応工事の完了予定は令

和９年の３月ということですが、もっと早くしていかなければいけないという状況

もありますし、資材のほうの供給が今難しいということもありますので、この議決

を頂いた後、工事業者のほうには説明をさせていただいて早急に対応できるよう、

また資材の供給も入るよう、認識を新たにしていただくよう説明をさせていただき

たいと思っております。 

議長（杉浦和人君） 建設計画課長。 

建設計画課長（杉本伸一君） 山本議員から、議第18号、工事請負契約について（町
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道西大路鎌掛線道路改良工事（その13））と議第19号、工事請負契約について（町

道西大路鎌掛線橋梁工事（その１））について質問を頂きました。 

 ２点質問いただいておりまして、まず１点目が用地買収の状況というところでご

ざいます。 

 令和７年度に用地買収のほうに取り組んでおりまして、３件契約ができなかった

というような報告をさせてもらっております。そちらの３件につきましては、２件

につきましては、もう既に契約のほうを頂いております。もう１件につきましても、

この６月で契約できる見込みとなっております。個人さんの相続の関係で遅れてい

たところでございますので、その辺の手続もうまく進みまして、この６月で契約が

できる状況になっております。できましたら、また報告のほうはどこかの機会でさ

せていただきたいというふうに思っております。 

 次に、完了年度、15年度が早くならないのかというようなことでご質問いただき

ました。 

 そちらの点につきましては、町のほうで令和15年度完成に向けての計画を立てて

おるところでございます。その中で、道路整備と橋梁整備というのを２本立てです

るというところは、どこかでそのような取組をしないと、この15年には間に合わな

いというようなことを考えておりました。その２本立てで整備というのは、交付金

が非常に高額でかかってくるということになりますので、最終年度、ゴールが見え

た段階のところから逆算してというような形になるかなと思っておったんですが、

今年度からそこを待たずして早く、今の段階で早く取り組めるような形になったの

は非常に大きな前進が図れたのではないかなというふうに思っております。まだそ

の目標年度が早くなるというようなことは、ちょっとここでは言えないところでは

あるんですが、一刻も早く完成できるようにこれからも取り組んでいきたいと考え

ております。 

議長（杉浦和人君） 産業建設主監。 

産業建設主監（嶋村和典君） 先ほどの石子山トンネルの照明の関係でございます。 

 前回令和４年度、トンネルの関係で、議員からご指摘も頂いておったわけですが、

なかなかこの長寿命化の中で、トンネルの照明を交換というところですが、実はナ

トリウム灯と基本照明の蛍光灯というところで、ナトリウム灯につきましてはもう

製造がされていないということで、器具からの交換ができないという状況の中で基

本照明も切れてきたと。そういった部分につきましても、なかなか日常の点検がで

きていなかったということでございます。この点につきましては大変申し訳なく思

っております。 

 ですので、今後につきましても日常的な維持管理という部分、点検につきまして

は、以前、建設課で町道の防犯灯等ですとＬＥＤ化するまでですと年に１回は見に
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回るというようなことも実施しておりますので、そういったことで日常の点検につ

きまして、年に一度程度が必要かと。 

 ただ今回、ＬＥＤ化ということになりますので、もう少し長くなりますので、そ

ういった部分も考えながら、短いスパンで点検のほうを今後考えていきたいと思っ

ております。 

 また、完了予定につきましても、できるだけこの後、契約のほう、終わりました

ら業者と速やかに打合せのほうをさせていただいて、できるだけ早く終わるように

ということで対応のほうを進めていきたいと思っておりますので、ご理解のほどよ

ろしくお願いします。 

議長（杉浦和人君） ８番、山本秀喜君。 

８番（山本秀喜君） 今答弁いただきました。気になる点を再質問させていただきま

す。 

 令和７年の点検結果のときは、先ほども、これは要するに農林課が点検されるの

か、業者委託されて点検結果の報告をもらって、要は３年置きの定期点検の方法。

そこでは、どうやったのかということを先ほど聞いたんですが、パトロールできて

いなかったとか言われると、もう、どうだったのだという話になるので、やっぱり

定期点検をされているんですよね、３年置きの。令和７年度はどうやったのと。令

和元年、令和４年というてさっき聞いたので、３年置きやったら令和７年。その点

検結果はどうやったの。そこで切れていたら、行動を起こすはずやろうということ

を思っているんです。 

 要するに、それはもうＬＥＤ化の工事をやるから、そこまでも、工事をやるから

待っていてよという考え方で走っていたのかというところに、次のところへ行くん

ですよ。要は、照明って切れたら直すというセオリーやねんけど、令和７年の点検

結果、もう切れているんやったら、直すのが先やろう。長寿命化の工事をそれでも

待つのかという話。 

 もう今回もそう。今切れてるの、分かってるねん。長寿命化の工事を待つのか。

そこの中央部だけでの基本灯がどうなのかちょっと。基本灯が切れてるのやったら、

そこは、１灯か２灯か知りませんけど、切れているのがあるんですよね、現状。現

状、基本灯が何灯切れているから、ここだけでも交換しましょうというところを進

めていただきたいんですよ。それが住民の安全を守る行政の役割ではないでしょう

か。その点をお答え下さい。西大路鎌掛線は大きな前進になることを期待していま

すので、よろしくお願いします。石子山のところだけお願いします。 

議長（杉浦和人君） 暫時休憩します。 

－休憩 １１時３３分－ 

－再開 １１時３５分－ 



2-21 

議長（杉浦和人君） それでは再開いたします。 

 産業建設主監。 

産業建設主監（嶋村和典君） 先ほどの質問の中で、トンネルの点検の関係でござい

ますが、答弁したのがちょっと伝わっていなかったようで申し訳ございませんでし

た。 

 令和７年度の点検でございますが、トンネルの点検はしておるんですけども、基

本的にいわゆるトンネルの構造的なとこら辺の点検ということで、その際には照明

の点検ができていなかったということでございます。 

 切れている状況はございまして、今回、蛍光灯の基本照明の部分についてどれだ

け切れていたかというのは、そのときに切れているという状況は分かっておったん

ですけれど、何本切れていたかというところの点検まではできておりませんので。 

 ただ今回、事故があった後、実際にどれぐらい切れているのかということで、担

当課のほうで点検はしておるんですが、ちょっと今数字を持ち合わせておらないん

ですけれども、かなり今切れているのは実際ですので、この工事契約が終わりまし

た後、たちまち基本照明のところについては対応可能な部分につきまして業者と打

合せさせていただいて、切れている部分について早期に対応はしていきたいという

ようなことで協議のほうは進めたいと思いますのでよろしくお願いします。 

議長（杉浦和人君） 山本秀喜君。 

８番（山本秀喜君） お聞かせ願えました。 

 最後に、副町長にお願いします。町のやっぱり安全管理の姿勢というか捉え方で

すね。町の安全、住民の安全についての考え方について、町としては住民の皆さん

の安全を確保すること、やっぱり最重点政策だと思うんですよ。気張って防災とか、

交通安全もそうですし、子どもさんの安全も学校教育課のほうで進めておられるの、

やっぱりその一環だと思うんです。今、道路を見てもらったら、道路の表示もやっ

ぱりきれいになっていっているんですよ。町の姿勢、やっぱり見えてきているんで

す。 

 そやけども、一部のところでちょっと欠如するところがこうやって見られてきて

いるというのは事実なので、行政が安全に対して意思を固めてやっぱり改善してい

かないと、住民の皆さんも、交通ルールを守りましょうとか、マナーを学びましょ

うとか、声かけだけではやっぱり行動しまして、壊れているところは直して、やっ

ぱりそういう風土づくりをせんと安全というのは守れていかないのかなというて、

住民と行政と一体になって、やっぱりやり続けるということが大事かなというふう

に思いました。 

 そこに、今言われた、定期点検できていませんでしたとか、そういうことを聞く

と、やっぱりちょっと揺らいでしまうので、そこの体制づくりはきっちりしてほし
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いなと。本当言うと、あそこのトンネルって職員の皆さんも通られますよね。だか

ら、職員から声上がってきてもいいはずなんですよ。そういう体制づくりをぜひと

もお願いしたいと思いますが、副町長の見解をお願いします。 

議長（杉浦和人君） 副町長。 

副町長（安田尚司君） 今の報告ございましたけども、非常に残念な部分でございま

したけど、はっきり言いまして、人とお金は安全につぎ込むと、これは基本的なこ

とでございますので、そこをしっかりと押さえまして今後対応してまいりたいと思

っております。 

議長（杉浦和人君） ほかに質疑ございませんか。 

 10番、加藤和幸君。 

10番（加藤和幸君） それでは質疑をさせてもらいます。議第22号、令和８年度日野

町一般会計補正予算（第１号）についてです。大きい項目が５点あるんですけれど、

そのうちの２点、福祉関係の２点と、それから農業関係の２点とについてお伺いを

します。 

 福祉関係の２点というのは、これ、要するにマイナカードの導入に関わってシス

テム改修を行うと、そういう費用だというふうに捉えているんですけれど、ついて

は、今までから何度も申し上げてきたんですけれど、マイナカードの導入がどんど

ん進むことによって、それが利用できない方とかそういう方に不利が起こらないよ

うにということを今までから申し上げてきました。 

 今回の２つについては、福祉医療、福祉医療というのは日野町は割と先進的なこ

とをずっとやってきた。県がそれを後追いして、今、県ができていない部分とかそ

ういう部分を町でやっていると。例えば小中学生の医療費無料の部分であるとか、

あるいは高校生の通院費の部分とか、そういった部分を補っているという事業です

よね。 

 それから、後の障害者総合支援法に基づく福祉サービス給付というのは、これは

額が大変多い。８億からある、そういう給付費なんですけれど、この給付費なんか

は特に、なかなか従来のような、従来もこれらは全て紙で申請をしていたんだと思

うんですけれど、それを今回からマイナカードを使って申請できるようにするとい

う、そのためのシステム改修だと。だけど、あくまでも従来どおり紙の申請も可能

で、マイナでも申請できるようにシステム改修するというように理解をしてもいい

んですね。その辺りを確認したいと思います。 

 それから、２点目は農林関係の部分ですけれど、ここは概要のところで言うと県

支出金で、滋賀県地域農業構造転換支援事業補助金というふうな形で新たに計上す

ると。近江米振興対策事業とそれから担い手育成対策事業とに充当すると。 

 担い手育成対策事業というのは既に今までからあるもので、そしてそこに県の補
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助金が入った。この220万6,000円というのは、全て、これ、県の補助金ですよね。

だから、その県の補助金をそのまま上乗せをしていくと。そういうことは、これは

分かるんですけれど、近江米振興対策事業というのは、これ、当初予算にはないん

ですよね。これは東近江管内の２市２町で上乗せ支援を行うために必要となる経費

を、だから日野町の一般会計から出して、そして東近江管内の事業に上乗せをする

ということなのか、その辺りはもう少し説明を頂きたいというふうに思います。 

 以上、２点です。 

議長（杉浦和人君） 10番、加藤和幸君の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 住民課長。 

住民課長（増田武司君） ただいま加藤議員よりご質問いただいたマイナンバーカー

ドの補正予算についてということで、どういう内容かということなんですけども、

こちらのほうですけども、マイナンバーカードを持っておられる方が福祉医療を医

療機関のマイナンバーカードの機械にかざすと、福祉医療も一緒に読み取るという

整備をさせてもらおうと思っていまして、そちらを計上させてもらっております。 

 それと、マイナ保険証を持っておられない方につきましては、今までどおり、受

給券のほうを送らせていただこうと思っております。 

 それと、申請方法につきましては、今までどおり申請していただくという形を考

えております。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） ただいま議第22号の令和８年度日野町一般会計補正予算（第

１号）で、農業振興費の中に近江米振興対策事業と担い手育成対策事業があり、そ

こには、充当されている資金としましては滋賀県地域農業構造転換支援事業補助金

という議員さんのお話でありましたが、支出金の充当は担い手育成対策事業のほう

の220万6,000円の、こちらのほうののみ充当ということになっています。 

 一方、近江米振興事業費のほうの新基本計画実装・農業構造転換支援事業負担金

のほうですが、こちらにつきましては、この事業自体は令和７年度の国の補正予算

で予算化されまして、対応するということになりまして、この点に当たる充当の歳

入につきましてですけれども、こちらの歳入については地方債のほうが一般補助施

設整備等事業債というのがありまして、ただ、これについては８年度の地方債とい

うことで、新たなメニューができたところです。 

 今回日野町が取り組みますのは７年度の補正予算によるものですので、この７年

度補正事業が、今言いました一般補助施設整備等事業債が適用されるのかどうかに

ついては、今、県を通じまして国に確認しているということであります。対応する

予算として認められましたら、また補正予算で変更させていただきたいと思ってお

ります。 
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議長（杉浦和人君） 加藤和幸君。 

10番（加藤和幸君） ちょっとよく分からなかったので、もう一度再質問させていた

だきますが、まず初めのほうですけれど、申請は従来どおり紙で申請をするという

ことなんですか。そこら辺がよく分からないんですが、従来どおりのような方法で

やれることができるんやったら、もちろんそれはそれでいいと思うんです。マイナ

も使いながらということになったら、それはそれでありかなというふうに思うんで

すけれど、マイナカードが十分に活用できないという人、あるいは、使えないこと

によって逆に不利益にならないということが１つの担保条件やというふうに思う

んです。だからその辺り、もう一度確認をしたいと思います。 

 それから、あと農林関係の部分について言えば、今の課長のご答弁によると、こ

の今一般財源から入れる75万5,000円というのは、だからこれは、後、地方債措置

が行われるならば、これを一般財源という部分は地方債というふうな形でやること

ができる、そういうふうな理解をしたらいいわけですか。ちょっと確認です。 

議長（杉浦和人君） 住民課長。 

住民課長（増田武司君） ただいま再質問いただきました。 

 福祉医療の申請につきましては、皆さん、従来どおり申請していただくというこ

とです。 

 それと、マイナンバーカードを持っておられない方につきましては、資格確認書

と、今までどおり、申請していただいたら、福祉医療の受給者証をお渡しさせても

らうので、そちらを医療機関のほうで見せていただくという形になります。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 先ほど近江米振興事業費の新基本計画実装・農業構造転換

支援事業負担金ですが、これについては今は一般財源でさせていただいていますが、

議員さんおっしゃっていただいたとおり、これが地方債で該当するということにな

れば、この分を地方債のほうで賄えるということになります。 

議長（杉浦和人君） 加藤和幸君。 

10番（加藤和幸君） 再々質問ということで、なりますけれど、初めのほうのマイナ

カード関連の部分ですけれど、申請については従来どおり窓口で行うんだと。とい

うことになれば、このシステム改修というのは何のためのシステム改修なんですか。 

議長（杉浦和人君） 住民課長。 

住民課長（増田武司君） 再々質問いただきました。 

 申請につきましては、従来どおり変わりありません。 

 それで、今回補正に上げさせてもらったものなんですけども、マイナンバーカー

ドに福祉医療の情報を書き込む、集約する場所があるんですけども、そちらに連携

させる費用になっております。 
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議長（杉浦和人君） 加藤和幸君。 

10番（加藤和幸君） もう質問はできないということなので、もう要望だけさせても

らいます。質疑は要望もあかんのかいな。またちょっと細かいことについては、追

って委員会で伺わせてもらいます。 

議長（杉浦和人君） ほかに質疑。 

 11番、後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 私からは、議第20号の工事請負契約について（日野中学校体育

館空調設備整備工事）のみお尋ねしたいと思います。 

 これは中学校の体育館のエアコンの整備の工事請負契約の議案になっておりま

すけれども、ここから３点ちょっとお尋ねしたいと思いますけれども、まず、昨年

もこのエアコンが設置された場合のルール、どういうふうになるんですかというこ

とで、確か兵庫県の斎藤知事が何十億もかけて県内の学校の体育館にエアコンを設

置したものの、実際には校長先生が鍵を管理していらっしゃるので、授業で使えて

いないというのを問題にされまして、それについてお尋ねしたときに正木教育次長

のほうからもご答弁いただいたというのを記憶しておりますけれども、実際にエア

コンがつくまでの期間がもう少しあるから、その辺、詳細をいろいろ決めていって、

具体的につくまでには具体的にしていきたいというご答弁を頂いております。 

 ですので、もう間近になってきましたので改めてお尋ねしますけれども、エアコ

ンの利用権限。これ、兵庫県の例もありましたので、日野町の場合は誰に決定権が

あるんでしょうか。電源の操作盤であるとかリモコンが鍵のかかったボックスの中

に入っていて、これは校長先生が鍵を持っていらっしゃるから使えないのでという

話が、兵庫県とか愛知県なんか出ておりましたけれども、そういうことが日野町で

は発生しないんでしょうか。この辺、ひとつお尋ねしたいと思います。 

 続いて、やはりエアコンのことですけれども、冷暖房を使用するための温度であ

るとか、湿度であるとか、不快指数、こういった基準は何度、あるいは何パーセン

ト、こういったところに設定していらっしゃるかということをちょっとお尋ねした

いなというふうに思います。 

 それと、もう１つ、ここの議場の場合でもエアコンを入れてもらってもすぐには

暖かくならないし、すぐにも冷えはきません。時間がかかります。やっぱり学校で

体育館の朝礼なんかでも朝一番から使われますので、こういった場合、どれぐらい

前から誰がエアコンの準備をされるのか、この辺のこともお尋ねしたいと思います

し、こういったルールを既にもう明文化していらっしゃるんでしょうか、今作成段

階にあって明文化していかれるのでしょうか、この辺、お尋ねします。お願いしま

す。 

議長（杉浦和人君） 11番、後藤勇樹君の質問に対する当局の答弁を求めます。 
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 教育次長。 

教育次長（正木博之君） 後藤議員様のほうから、議第20号、工事請負契約について

（日野中学校体育館空調設備整備工事）につきまして、３点ご質問を頂戴しました。

当初予算で上げさせていただいたときにも同様の質問を頂戴しておりますので、そ

こは常に意識しながら中学校とはしゃべっていますが、工事を議会でお認めいただ

くのが今日でございますので、その後、業者と学校と、また具体的なところを全般

はこれから細かく詰めていくという段階にあるということを前提にお話しさせて

いただきます。 

 まず、使用ルールということなんですが、そこの権限は、基本はやっぱり学校長

が最初、スタートは全体を、もうそろそろ入れる時期やなというのを持っていただ

いていると思いますが、今のこの夏の教室のエアコンの状況を見ていても、最終は

そこの教室の教員が必要に応じて、スイッチを入れていたりとか、学校全体の話の

中で入れていますので、実は役場よりも早く、もう５月下旬から小学校の教室では

エアコンを入れておりますので、そこは子どもファースト、子ども優先、子どもの

健康、安全の面を優先に入れるということで、中学校とも協議を進めていきたいな

と思います。 

 それから、設定温度でございますが、こちらのほうもいわゆる文科省の基準でい

きますと、設定温度24から28度が適切になるということで、暑さ指数とかというこ

とですが、どちらかというと温度を気にして入れるというよりは、子どもの様子と

か、今日の不快指数とか、雨の状況とか、晴れの日差しの状況とかで学校現場では

適宜入れてもらっていますので、一応の目安は今、教育委員会のほうから学校には

言うていますが、学校はそこは子どもの様子を見ながら現場の判断で今入れていた

だいているという認識でございます。そこを覆すような思いもございませんので、

あくまでも子どもがその中で気分が悪くならないような、体調管理に気をつけて学

習に向かえる環境で設定いただけたらなというふうに思っております。 

 それと、もう１点です。ただ、教室についてはそうなんですけども、体育館の場

合は涼しくするというよりは、運動をしますので、そのときにもう熱中症で倒れる

ということのないような冷房環境にしたいというふうに思っていますので、冷やし

たところで運動するという環境、例えば夏ですと冷えた体育館の中で運動するとい

う考え方ではないと。暑くてもうとてもこんな部屋に入ってられへんと、そんなと

ころで運動させるのかということを解消したいというふうに思いますので、運動す

るということは汗もかきますので、発汗するということも大事ですので、そういう

ところのルールは学校も含めて今後設定していきたいなというふうに思います。 

 あとは、誰がつけるか、スイッチですね。そこはいわゆる担当教員になるという

ふうに思います。全体を教頭とか校長がつけて回るということじゃなくて、教員が
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つける。自由に生徒ができるという環境ではないというふうに思っていますが、体

育館の場合は管理する教員がスイッチを入れられる環境で設置してまいりたいな

というふうに思います。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） ちょっと再質問をさせていただきますけれども、今ご答弁いた

だいたことで大体は把握できたんですけれども、そうしますと、鍵がないから担当

教員がつけられなかったというようなことは発生しないというふうに理解してよ

ろしいんですね。 

 それともう１つ、前回も、私、これ、お尋ねしたことなんですけれども、授業が

ある日は当然、これ、学校の教員の方がエアコンの責任を持たれると思うんですけ

れども、体育館ですから災害時の避難場所としても、これ、利用されるわけでして、

避難場所として利用していらっしゃるときの使用権限ではといいますか、こういっ

たものは多分学校じゃないと思うんですね。この辺はどなたが責任を持たれるのか。 

 あるいは、例えば夜なんかになってきますと、最初はそれほど、冬なんか寒くな

くても、夜中になるとすごい冷えてきたりしますよね。こういう気温の変化があり

ますと、やはりエアコンのほうも設定を変えないといけなくなったりします。この

ときに常時責任者がずっとそこに張りついていないといけないのかどうか、この辺

もちょっとお尋ねしたいと思います。お願いします。 

議長（杉浦和人君） 教育次長。 

教育次長（正木博之君） 再質問を頂戴いたしました。 

 まず、鍵がないから教員がつけられないということは、そこはないように、もう

一遍確認をしてまいりたいと思います。 

 それから、災害時につきましては避難所運営になりますので、具体的には地域防

災室のほうでまたご対応いただけると思いますけれども、設置をするという中でい

うと、そこはバトンタッチということになりますので、いわゆる避難所の運営する

責任者、もしくはその担当する職員がきちっと管理できるように、引き継げるよう

に、そこのまた入った後にもそこの中学校の避難所の担当者が現場を見に行けるよ

うに、また関係、連絡調整してまいりたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） もう質疑はありませんけれども、せっかく念願かなって、まず

は中学校からエアコンを体育館に設置していただけるということで、非常に私も喜

んでおりますし、町民の皆さんも喜んでいらっしゃると思います。せっかくつくん

ですから、やっぱり事故防止という意味で、子どもたちだけでなくて災害時も含め

て、しっかり有効的に使っていただけるようにお願いいたします。 

議長（杉浦和人君） ほかに質疑ございませんか。 
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－な     し－ 

議長（杉浦和人君） ないようでありますので、質疑を打ち切りたいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認め、質疑を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。10分程度休憩しますので。 

－休憩 １２時０２分－ 

－再開 １２時１３分－ 

議長（杉浦和人君） それでは再開いたします。 

 お諮りいたします。日程第４ 議第２号から議第16号まで（日野町農業委員会委

員の任命についてほか14件について）は、人事案件の関係上、討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認め、これより採決いたします。 

 議第２号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第２号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第３号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第３号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第４号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第４号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第５号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 
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議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第５号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第６号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第６号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第７号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第７号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第８号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第８号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第９号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第９号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第10号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第10号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第11号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 
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－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第11号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第12号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第12号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第13号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第13号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第14号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第14号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第15号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第15号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 議第16号、日野町農業委員会委員の任命について、原案のとおり同意することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第16号、日野町農業委員会委員の任命について

は、原案のとおり同意することに決しました。 

 お諮りいたします。日程第５ 議第17号から議第20号まで（工事請負契約につい
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て（農村整備事業（農道・集落道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（その２））

ほか３件）については、昨今の社会情勢を鑑み、早期に工事着手を進められるよう

委員会付託を省略し、直ちに討論を行い、採決をいたしたいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認め、これより討論に入ります。 

 討論はございませんか。 

－な     し－ 

議長（杉浦和人君） ないようでありますので、討論を終わります。 

 これより採決いたします。 

 議第17号から議第20号まで（工事請負契約について（農村整備事業（農道・集落

道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（その２））ほか３件）については、別

に反対討論がありませんので、一括採決いたしたいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認め、一括採決いたします。 

 議第17号から議第20号まで（工事請負契約について（農村整備事業（農道・集落

道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（その２））ほか３件）については、原

案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第17号から議第20号まで（工事請負契約につい

て（農村整備事業（農道・集落道整備事業）石子山トンネル長寿命化工事（その２））

ほか３件）については、原案のとおり可決することに決しました。 

 日程第６ 請願第５号「食糧法」（主要食糧の需要及び価格の安定に関する法律）

の見直しをやめ国が主食の価格と需要に責任を持ち、国民の安定供給を支えに十分

備蓄を行うことを求める請願書を議題といたします。 

 本日までに受領いたしました請願は、お手元へ配付の文書表のとおりであります。

朗読を省略いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認め、朗読を省略いたします。 

 本請願は文書表のとおり産業建設常任委員会に付託し、審査をお願いいたします。 

 日程第７ 議第21号から議第24号まで（町道の路線の認定についてほか３件）に

ついては、委員会付託を行います。 

 お諮りいたします。委員会付託については、お手元へ配付いたしました委員会付
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託表により、各常任委員会および予算決算特別委員会に付託いたしたいと思います

が、ご異議ございませんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認め、お手元へ配付いたしました付託表により、

各常任委員会および予算決算特別委員会に付託いたします。 

 日程第８ 議第25号、日野町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

を議題とします。 

 提出者より、提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員長 11番、後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） それでは、私からは議第25号、日野町議会会議規則の一部を改

正する規則の制定についてを提案させていただきます。 

 本案につきましては、令和８年の７月１日から役場庁舎の開庁時間が変更される

ことに伴い、日野町議会会議規則の一部を改正するものでございます。 

 内容は、第９条第１項中の「午前９時」を「午前９時30分」に改めるものでござ

います。 

 なお、本年の７月１日から施行させていただきたいと思います。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（杉浦和人君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

－な     し－ 

議長（杉浦和人君） ないようでありますので、質疑を打ち切りたいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認め、質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。討論はございませんか。 

－な     し－ 

議長（杉浦和人君） ないようでありますので、討論を終わります。 

 これより採決いたします。 

 議第25号、日野町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について、原案のと

おり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

－起 立 全 員－ 

議長（杉浦和人君） ご着席下さい。 

 起立全員であります。よって、議第25号、日野町議会会議規則の一部を改正する

規則の制定については、原案のとおり可決することに決しました。 

 ここで、昼食のため暫時休憩いたします。再開は午後２時から再開いたします。 
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－休憩 １２時２５分－ 

－再開 １４時０２分－ 

議長（杉浦和人君） それでは再開いたします。 

 日程第９ 一般質問を行います。 

 お手元へ印刷配付の一般質問通告表に基づき、順次発言を許可いたします。 

 ３番、谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） それでは、午前中に引き続きというか、ちょっと午後の空気が

漂う中ですが、頑張って元気に質問していきたいなと思います。 

 私の一般質問は、「ともに創るまち」における住民協働と成果とは何かと題した

質問です。 

 私がこれまで私自身の質問の中で、行政の動きや施策、事業が総合計画の実現に

向かって進んでいるかどうかという視点を中心に質問してきました。しかし、その

中で感じるようになったのは、本来役場として目指すべき成果とは、事業を実施す

るものではなく、町民さんの皆さんの行動や意識を変化させるもの、意識を変化さ

せて行動につなげるもの、要はまちづくりの当事者になっていただくということを

求めていくものなのではないのかなと思いました。 

 そのためには、行政だけが動くのではなく、町民の皆さんと一緒にまちづくりを

進めていくことが大切であり、その中で役場がどのような役割を果たすべきなのか、

改めて考える必要があると感じています。 

 そこで、今回は第６次日野町総合計画にある、「ともに創るまち」という言葉に

ついて、その意味を改めて整理し、住民の皆さんとも共有できるような質問にして

いきたいと思っています。 

 それでは最初に質問させていただきたいんですが、「ともに創るまち」、総合計画

にある、「時代の変化に対応し、誰もが輝き、共につくるまち日野」の「ともに創

るまち」とは具体的にどのような状態を指すのか。また、この言葉を総合計画に位

置づけた意図について教えていただきたいです。 

議長（杉浦和人君） ３番、谷口智哉君の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 町長。 

町長（堀江和博君） 「ともに創るまち」についてご質問を頂きました。 

 この言葉は、第６次日野町総合計画で目指す未来像を表したものでございます。

その思いには、町の課題に行政だけでなく住民や企業、地域団体など、まちに関わ

る全ての人が力を合わせて取り組み、価値ある地域社会を築いていこうという考え

が込められておりまして、住民一人ひとりを大切にする社会、地域全体で課題を共

有し、持続可能で元気な未来を目指すことを重視し、住民と行政とが協力して歩む

ことがこの理念を実現する上で欠かせないものであると考えております。 
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 この「ともに創るまち」という言葉には、人々の絆を大切にしながらよりよい未

来をつくっていこうという目標が込められておりますので、その思いを胸に、皆さ

んとともに実現に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 今、町長に答弁いただきましたが、この総合計画にもそういっ

た言葉が、言葉を変えてもちりばめられていると思います。もしお持ちの方がいら

っしゃったら見ていただけるとありがたいんですが、１ページの下のほうにも、「社

会の変化にしっかり対応するとともに、あらゆる立場の方々が取り残されることな

く、個性が尊重され、そして誰もが主人公となってまちづくりに参画し」とありま

すし、３ページの中ぐらいに、③共創という言葉で、「地域住民や民間企業、ＮＰ

Ｏなどの組織団体と強固なパートナーシップを構築し、あらゆる方面から公共課題

にアプローチできることが重要です」と。「行政は住民の暮らしを守る基本的な役

割を果たした上で、コーディネーター役として機能し」とあります。 

 そういった形でもう少し抜粋させていただくと、14ページの下のほうにも書いて

あります。一番下、「行政と住民協働の一体的まちづくりの方向性を再定義してい

ます」と。これは第５次総合計画の振り返りも踏まえ、出てきた言葉であるという

ことで使われていますし、やはり一番大きいのは、私の資料にも添付してあります

が、34、35ページの34ページの下、「住民自治と協働」というところにも表れてい

ると思います。そこには、「住民自治に基づき、住民が力を合わせてまちづくりに

取り組む住民協働が必要です」と。やはり住民が主体となって、主役となって。住

民というのは、先ほど町長の言葉をお借りすると、住んでいる住民も含め、企業や

地域団体が主体となってまちづくりを進めていくということだと思います。 

 その上でもう一度町長にお伺いしたいんですが、その観点から見ると、日野町の

よさや強みというのはどこにあると思われますか。 

議長（杉浦和人君） 町長。 

町長（堀江和博君） 日野町の強み、強みというか特徴だと思うんですけれども、自

治力といいますか、その部分かなと思っております。 

 自治力は何ぞやという話はいろいろ定義がありますけれども、やはり自分たちの

集落なり、自分たちの町なりを主体的に自分たちで考えてやっていくという、その

姿勢といいますか、メンタリティーといいますか、そういうことかなと思っており

ます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） まさに日野町のよさというか、日野町らしさというのが自治力

にあるのかなと思います。 

 以前、日野公民館で町長の講演を聞いたときに、やはり歴史上の中でも、年貢を
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納めることに関してだったり権力に立ち向かうこと、そして文化を築くことにも、

自治力という言葉が日野町民にはすごいなじみのある言葉なのかなと思っていま

す。 

 ただ現在、やはり個が大事であるとか、人口とか社会の構造が変わっていくと、

自治力の低下というのも１つの問題の中で、既存である団体が解散したりとか、そ

ういった形で自治力が低下している部分というのも否めないのかなと思います。 

 今の最初の質問に関しては、「ともに創るまち」の中の主役、大きい部分を担う

のは、住民さん、そして先ほど言った企業や地域団体ですよということを確認させ

ていただきました。 

 それでは次の質問に移らせていただきたいんですが、それでは総合計画において

行政の役割、そしてその成果指標はどのように位置づけられているのか。また、先

ほどおっしゃっていた、主役である主体性を持った住民の役割およびその成果や目

標はどのように整理されているのかを教えていただきたいです。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（大西敏幸君） お答えします。 

 行政の役割は、第６次日野町総合計画に基づき、各分野の目標や施策を実現する

ために具体的な取組を進めることです。その成果は住民意識調査やデータを活用し

て進捗を確認しながら、計画で掲げた目標の達成を目指しております。 

 また、住民の役割については、計画作成の段階から住民の参加を重視し、実行で

は住民自治を中心に、行政と住民が協力する形が重要だと考えております。 

 この協力により住民が地域課題に主体的に取り組み、計画が目指す状況に近づく

ことを期待しております。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 今答弁いただいた中にも、やはり同じような言葉というのはち

りばめられているのかなと思います。特に最後の、住民が地域課題に主体的に取り

組み、計画が、計画というのは総合計画ですね、総合計画が目指す状態に近づくこ

とを期待していますということでした。 

 何度もこういった住民自治や住民協働という言葉を確認させていただいている

のは、総合計画が、前回の一般質問でも確認はさせていただいたんですが、総合計

画がまちづくりの最上位計画に位置するものであって、その総合計画の基礎の部分

にかなり割合を多くして書かれていることであるということを、執行側にも認識し

ていただきたいですし、住民さんにもやはり認識させていただきたいので、今回最

初の質問でそこのところを確認させていただきました。 

 それで、私の添付資料、総合計画の35ページの「住民協働でみんなで取り組むま

ちづくり（一例）」というのを取り上げさせていただくんですが、ここには住民協
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働という文字が入っています。今、住民自治を中心にというようなことだったんで

すけど、今回は住民協働という言葉をもう１つ深く取り上げさせていただきたいと

思っています。 

 今日の午前中もちらっと出たんですけど、それに関してはまた後で触れさせては

いただくんですが、35ページの図のところだと、地産地消ということをテーマに、

住民協働というのを取り上げられています。１つは、小さいほう、下のほう、住民

協働という文字が２つあるんですけど、１つは住民同士の中での取組の住民協働、

もう１つが、これ、ちょっと分かりにくいんですけど、行政がその住民協働、住民

同士の取組を支援するという意味での住民との協働という意味だと思います。 

 そういった形で次の質問をさせていただきたいんですが、住民協働が主であると、

まちづくりの主役であるということであったら、その成果や指標というのを住民と

どのようにして共有されているのか。どのような主体的な行動につなげていくこと

が理想かというのをお答えいただきたいです。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（大西敏幸君） お答えします。 

 住民協働を成功させるためには、目指す姿や課題解決の方向性を住民と行政がし

っかり共有し、住民の主体的な行動につなげることが重要と考えております。 

 具体的には、日常的な情報共有を進め、地域課題に住民が積極的に関わる仕組み

づくりを目指すものでございます。行政としては、住民活動を支援する場や人材育

成を進め、地域団体やＮＰＯへの支援を強化し、行政と住民が共につくるという実

感が得られる環境を整えていきたいと考えております。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 今のところで35ページにあった図を簡単に説明していただいた

のかなと思うんですが、総合計画の78ページ、79ページに、午前中の質疑に野矢議

員が質疑した中にもあったんですけど、19番は障がい福祉に関して書いてあります。

目指す姿は、障がいのある人もない人もお互いに人格と個性を尊重し合い、人とし

て尊厳が守られ、共に生きることができる町と。そこの課題のところの最初には、

障がいのある人とない人がお互いに障がいの有無にとらわれず、支え合いながら社

会で共に暮らしていることが日常となるように云々と書いてあって、次の79ページ

の指標、目指す姿の実現に向けた取組状況を把握するための数値としての２番には、

町内グループホーム等の定員数が指標として掲げられています。そして、関連する

個別計画には日野町障がい福祉計画があると。 

 午前中にあったグループホームに関しての助成金の話もそうですけど、あれに関

しては、団体、企業やＮＰＯ法人が手を挙げて、この総合計画に掲げている指標を

達成するためにグループホームをつくりますよと。それに関して県の助成金がある
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ので、町は推薦をして、さらに補助の一部を負担しますというような形になってい

るので、非常に理想的な、先ほど町長がおっしゃっていた、企業や地域団体が主体

となって課題を解決して、それに対して町が支援しているという形だと思います。 

 そういったものが、ただ果たして先ほどの例以外でいろんなことにできているの

かというのは疑問なんですが、ちょっと各論に入る前にもう２問質問させていただ

きたいと思っています。 

 実際は、先ほどの答弁にあったのは、行政としては住民活動を支援する場や人材

育成を進め、地域団体やＮＰＯへの支援を強化し、行政と住民が共につくるという

実感が得られる環境を整えていきたいと考えていますと。「いきたいと考えていま

す」とおっしゃられましたが、この総合計画に書いてあるものが2021年からで、も

うはや2026年です。これだけを見ると、もう各分野、34の分野でそういったことが

たくさん行われているのかなと思うんですが、もし今そういった形、先ほどの分野

19以外にも行われているものがあるのであれば、１つ、例として教えていただきた

いです。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（大西敏幸君） お答えします。 

 住民協働の例ということでございますので、企画振興課で所管しているところで

例として挙げさせていただきますと、日野町国際親善協会との活動というのが挙げ

られるかなと考えております。 

 この団体は、多文化共生をテーマに、外国人住民と地域の方々が互いを尊重し、

学び合う活動を行われております。国際親善協会が地域の企業や団体と連携するこ

とで住民協働の取組が成果を生み、町全体がより豊かな社会を目指す動きにつなが

っているところです。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 今、多文化共生で国際親善協会が中心な国際交流のお話をさせ

ていただいたんですが、国際交流に関係する総合計画のところというのは、31の交

流・移住に関してだと思います。確かに「多文化の相互理解を深め、新しい価値が

生まれ、共生が進む町」とあって、そして課題のところには、「在住外国人の国籍

が多様化しており、地域で安心して暮らせるための相談体制づくりと、地域の啓発

活動や交流の場づくりが必要です」とあります。 

 そういうふうにあるんですが、指標のほうにはそういったことがないと。先ほど

の19番と比べると、非常に関連性というか、入り口から出口までがきちっとこうな

っているような感じがあまりしないなとは思うんですが、もちろん住民協働という

のがそぐうものとそぐわないものもありますし、全てにおいて個別計画があるもの

とないものもあると思います。 
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 ただ、そういった交流を進めるというのであれば、すみません、もうちょっとこ

のところ、もう１つお伺いしたいんですけど、目標としている指数や指標というの

はあるんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 企画振興課長。 

企画振興課長（大西敏幸君） 目標につきましては、総合計画の中ではこちらに記載

しているとおりの目標ということでございますが、今申し上げた例の国際交流であ

りますと、ここには載っていないということでございます。 

 ただ、こういう部分につきましては、目標の達成というよりは、今の地域課題を

何とか解決していこうというようなところで進めている部分でございますので、こ

こには書いてございませんが、新たに担当としてそういう目標というか計画を立て

て進めているというところで、それが達成できるかどうかを見ているというところ

でございます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 理解はしましたが、やはりその当事者として担い手になってい

る、主体となって進めている方は、自分たちがやっていることが意味があったと実

感できるというような計画や指標は大事だなと思います。全てが全て、もちろん数

字で表せるものではないとは思うんですが、そういったことを進めていく上で皆さ

んが目指す姿に向かってやっている、総合計画の目標達成に向かってやっていると

いうことが実感できるような制度を構築していただければいいなと思っています。 

 さらに次の質問に入る前にもう１つお伺いしたいんですけど、今年からまた政策

監が県から来ていただいているんですが、前の政策監も日野町に対して、いろんな

ことというか、私も個人的には仲よくもさせていただいていましたし、いろんなと

ころでアドバイスを頂きました。政策監からすると、「ともに創るまち」に対して

何が今の日野町に対して必要と感じていますか。そして、政策監としてできること

というのは何だと思いますか。 

議長（杉浦和人君） 政策監。 

政策監（縄稚隆司君） ただいま、まちづくりで必要なことと、私で何ができるかと

いうようなご質問を頂きました。 

 先ほどから住民自治でありますとか住民協働ということが出ておりますけれど

も、そういったそれぞれの立場がしっかりと取組をなされまして、相乗効果が生ま

れてよりよいまちづくりにつながっていくというところが大事であるのかなと思

ってございます。 

 また、まちづくりをする中で共通する課題でありますとか、町内を超える広域的

な課題などにつきましては、他の市町でありますとか、県、広域的な団体などと連

携も必要になってくるかと思っております。そういったところで連携とか調整につ
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きまして私の立場で関わるということで、町の体制の強化でありますとか住民活動

がさらに広がるように尽力してまいりたいと考えてございます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 町の体制の強化というのは、すごい住民さんを中心として考え

るような状態だと非常に心強い言葉だなと思います。ぜひご自身の経験等を生かし

た上で、そういったまちづくりにご尽力いただきたいなと思います。 

 それでは、少し全体的な住民自治、住民協働というのを確認はさせていただいた

のですけど、これからは私が過去に一般質問をしたものに対して、果たしてそうい

った住民協働ができているのかというのを掘り下げて質問させていただきたいと

思っています。 

 昨年の12月に一般質問で取り上げさせていただいた日野菜の生産振興について、

住民協働ということを重視した場合に、町は理想の形をどのようにイメージしてい

るのか伺いたいです。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 住民協働を重視した日野菜生産振興の理想の形については、

行政からの押しつけとならず、生産者の意見をしっかりと反映した生産振興である

と考えています。生産者や消費者が主体的に関わっていただくことで、ともに創る

まちに近づいていくものと考えております。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 今までの前半のやり取りというのを、さらに農業、日野菜の生

産振興に対して落とし込んだ答弁を頂いたと思っています。中でも、やはり生産者

や消費者が主体的に関わっていただくことというところが、協働の入り口になるの

かなと思います。 

 では、前回の質問の反復にはなるんですけど、ちょっと後の質問に対する前提と

なるので、改めて伺わせていただきたいです。 

 総合計画には、目指す姿の実現に向けた取組状況を把握するための数値である指

標があります。そして、９番の農業、58ページ、59ページの農業の指標には、日野

菜の出荷数量というのがあります。目標値で言うと令和12年には70トンということ

があるんですが、その指標というのは生産者が認識、意識した上で各生産者が作付

けの計画を立てているのかどうかを教えていただきたいです。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） ただいま70トンという指標について、生産者は認識してい

るのかどうかということをお尋ねいただきましたが、どちらかといいますと、町や

グリーン近江農業協同組合から示す面積目標の10ヘクタールを意識して取組を頂

いているように感じています。 
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 その中で生産者は栽培による収支等を考え、収量の増や良い日野菜を作るといっ

た声を持って取り組まれています。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） すみません、ちょっと次の質問に入る前に、一旦数字の確認だ

けさせていただきたいんですが、総合計画では70トンとなっていますと。今答弁い

ただいたのは10ヘクタールとなっていますと。認識の中で、10ヘクタール作ると70

トンの目標が達成される。いわゆる10アール、１反当たり700キロぐらいを目安と

して考えているということでよかったでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 議員の認識いただいているとおりと思っております。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 分かりました。ということは、ＪＡからのお便りが入っている

10ヘクタールというのは、総合計画に置き換えると70トンということが理解できま

したので、次の質問をさせていただきます。 

 先ほどの答弁だと、収支等を考え、収量の増や良い日野菜を作るといった目標を

持って取り組まれているということで答弁いただきましたが、いい日野菜を作る、

収量をアップするということが、果たして生産者同士は70トン達成するぞと、10ヘ

クタール作付するぞということの動機づけにつながっているのでしょうか。 

 どうしてこの質問をするかというと、確かに10ヘクタールが作付目標ですよとい

うのはＪＡさんからのお便りでは入っていますし、総合計画を見たら70トンという

のはあります。ただ、私の知る限りでは、私の周りでは、どうするよと。70トンい

かなあかんし、10ヘクタール作付せなあかんと。谷口、おまえ何トンやってくれや

と。何ヘクタール作付してくれやみたいなことを言われたことを、ほかの生産者か

ら言われたことはないんですよね。なので、そうやって目の前を情報は通過してい

るかもしれないんですけど、当事者として、先ほど言った総合計画の目標を達成す

る当事者として認識というのはきちんとできているのかどうかを確認させてもら

いたいです。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 生産者による認識がされているかというご質問ですけれど

も、生産者もいろいろおられまして、生産者により考え方が異なる部分はあろうか

と思いますが、70トン・10ヘクタールに向かってご尽力いただいているとこちらの

ほうでは受け止めさせていただいています。 

 指標の設定という部分以外にも、親しみのある日野菜を未来に残す、つないでい

くという思いをお持ちいただきながら取り組んでいただいていると考えておりま

す。 
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議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 生産者もいろいろな思いがあってとか、考え方にはばらつきが

あるけど、日野菜を残していきたいと思っている、もちろんそれは前提として大事

なんです。大事なんですけど、もう率直に聞きます。生産者がみんなで10ヘクター

ルを目指すということをみんなの目標として掲げて、そこに数量責任を持ってもら

う、生産者同士で話し合って10ヘクタール達成するという目標を掲げてもらうとい

うことは大事じゃないでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 確かにそれぞれが目標数値を持って、それに向かっていく

ということは大事かとは思いますが、いろんな生産者のお考えがありますので、

様々な部分があると認識しております。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 先ほど前半の部分での質問の中で、総合計画の達成の主体とな

る人というのは住民であると。そして、地域団体であったり、ＮＰＯであったりと

いうことを確認させていただきました。それを達成するというのが町の最上位計画

であって、あくまで行政側だけが立てている目標でもなければ、ＪＡだけが立てて

いる目標でもないと。住民さんが主体となって取り組まなければならないというこ

とを再三確認させていただいたということは、私が10ヘクタール、みんなでいこう

ぜというのを生産者同士が共有して、達成する目標として掲げなければならないん

じゃないんですかって聞いたときに、いろんな考えがあるんでねというのは不適当

な回答だと思うんですが、それに関してどうでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 様々な考えがあるとは言いましたが、生産者皆様が10ヘク

タールというふうに、目標を持って進んでいただけることが大切かと思います。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） そこの目標を持ってこそ、ひとつ、主体として関わっていくこ

との根幹をなすものだと思ったので、答弁の中でどうしてもそういった言葉が欲し

いと思って何回か質問させていただきました。 

 では、次の質問なんですけど、指標の達成に向けて生産者というのはどういった

部分で主体を持って取り組んでいるんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 主体を持ってということですが、例えば１つに、生産者の

組織としましてはＪＡグリーン近江農業協同組合の中に日野菜生産部会というの

がありまして、その中でも生産部会の役員会や日野菜調整会議等の場において、日

野菜の作付をはじめ、生産振興全般に関して、日頃の生産取組を通して検討や協議
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をされ、これからの日野菜の生産振興のことを考えていただいていると思っており

ます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） すみません。日野菜調整会議というのはどういったものなんで

しょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 日野菜調整会議には、滋賀県、町、ＪＡグリーン近江農業

協同組合日野菜生産部会等が連携し、日野菜の生産に関することから様々な課題解

決に向けた議論を進める場となっております。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 分かりました。つまり、先ほどから生産者生産者と私は言った

んですけど、そういった日野菜の生産振興を追い求めていく中で、重要な生産者団

体、当事者として主体となってもらえる、地域団体じゃないけど団体ということと

してはいろいろあるけど、もちろん一畝会もそうですし、日野菜愛承会もそうです

し、長野日野菜生産団地振興会もそうだと思いますけど、町としてそういった日野

菜の振興に関してお話合いをするときには、滋賀県やＪＡとともに日野菜生産部会

さんが出ているということですよね。つまり、重要な意見を取り上げるものとして

は、日野菜生産部会という団体が重要であるということを認識させていただきまし

た。 

 では、そういった日野菜調整会議で生産者を代表するべき日野菜生産部会からは、

生産振興のためにどのような声が上がっているのでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） その生産部会の中で声が上がっていることはどういった内

容かということですが、例えば例を挙げますと、生産部会から生産拡大に向けた栽

培の効率化等に必要な機械の導入の声を頂いております。町やグリーン近江農業協

同組合、滋賀県、東近江農産普及課等と議論をさせていただいて、中古除草機の機

械導入等を支援させていただいています。これは、生産者が生産拡大を進めるとい

う目標を意識し、要望頂いたものであると受け止めています。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 今、生産拡大を意識して要望していただいたものと受け止めて

いますとありましたが、先ほどの話に戻りますと、目標が設定されていますと。生

産拡大のために日野菜調整会議を通して日野菜の生産者団体から声が上がって、機

械の導入等をしましたと。 

 そのときに、責任数量というか、こういうふうな機械を導入していただくと、こ

れぐらいの作付面積が増えますよと、何トン増えますよとかというような話もあっ
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たんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） その場で数値目標があったというよりは、やはり生産して

いく中で機械の導入が効率化には欠かせませんので、そういうような生産に対して

支援をさせていただくという中で進めていたところで、具体の数量についてそこで

説明していたというところはなかったかもしれないです。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） そうなると、今まで生産部会の重要性を確認させてはいただい

たんですが、実際、総合計画の数量目標を一緒に共有して、一緒にそこに共に進め

ましょうといったときにはちょっとそこがぼやけてしまうんじゃないのかなと思

いますので、終わったことは仕方がないことだとは思うんですけど、今後はそうい

ったことが、生産者や生産部会も数字を共有して、共に追えるような状況をつくっ

ていただきたいなと思います。 

 日野町の日野菜の現状をちらっと、前の12月、吉村さんとやり取りさせてもらっ

たときも含めて話をさせていただきますと、この70トンという数量に関しても、や

はり一番把握しやすいものというのは鎌掛にある日野菜の加工場への出荷数量で

もありますし、ＧＩの認証を取ったもの、ＧＩとうたえるもＪＡさんを通った日野

菜になると。そして、生産者団体の筆頭たるものというのも、グリーン近江農業協

同組合の生産者部会ということでした。 

 ＪＡさんというのは、やはり私の今の状況を含めても、日野菜の今後の振興を考

えても切っては切れない仲なのかなと思っていますし、みんなで共に、ＪＡさん、

生産者、そして町や県と一緒に取り組んでいきたいと思っていますので、その重要

性を今、再度、再度、再度確認させていただいたので、あとは数字の共有と、目標

に対してどういうふうに支援するかというような話だと思います。 

 もう１つだけ最後に確認させていただきたいんですが、昨年度から抜本的緊急支

援として、これもＪＡの加工場に関して出荷した金額に同じ金額を上乗せするとい

う補助金が追加されました。これに関しても、先ほどと同様に、日野菜調整会議で

生産者団体である生産部会から、こういうことをしてもらえると生産量が増やせま

すよというような提案があってつくった補助金なんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） この補助金につきましては、今、議員ご説明のとおり、加

工施設の買取り額と同額を町から支援していくというものになりますので、それと

今現在作っている面積に対しては同様の面積を確保していただきたい、それ以上の

面積の取組をお願いしたいという中でやっておりますので、目標に向かって進めて

いただいていると認識しております。 
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議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 今の質問の肝は、生産者の代表である生産部会から提案があっ

た話なのか、それとも行政が用意したメニューに生産者が呼応した形なのかのどち

らかなんですが、どこから出た話なんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） こちらについては、双方が話合いの中でそういう施策を打

っていこうというふうに判断したものです。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） どこから出たかは置いておいて、話合いの中で決まったという

話ですね。分かりました。それであったら、今後面積を維持してもらう、増やすと

いうような話があったときに、また改めて、こういった補助金がいつまで続くかは

別としてですけど、そういったことが生産部会から出た場合は、検討して継続する

か、それとも効果がなかったのでやめて違うような方向性でいくかというのは、話

合いで決めていくということで認識させていただきました。 

 では、最後の質問、日野菜に関しての最後の質問にはなりますが、町には総合計

画上の日野菜の目標値、つまり令和12年に対して70トン。今まではあまりその数字

の共有というのはできていなかったように見えますが、今回の質問を機に今後どう

いった形で達成に向けて動かれるかを、最後に農林課長、教えて下さい。 

議長（杉浦和人君） 農林課長。 

農林課長（奥野彰久君） 総合計画にある目標年度70トンというのは、令和12年度の

目標となっております。生産者とのコミュニケーションを密にし、働きかけ等を増

やしていければと考えております。 

 また、生産部会や関係機関による産地振興方針、ロードマップと呼んでいますが、

それの検討を進めていく方向であり、この検討の中には生産部会員の会員からのご

意見も頂きながら、同じ方向へ進めていけるよう考えています。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 日野菜の生産振興に関しては、個別計画がないような状態では

あります。全体的な農業に関してはありますけど。そういった形で一つ一つ指標を

設けた上でロードマップをつくるというのは非常に大事なことかなと思いますし、

今後生産部会を通して私にそういった形で情報共有や作付の依頼があったときに

は、なるべくできる限り応えていきたいなとは思います。 

 それで、達成していくロードマップをつくっていった上で、先ほどの話に戻りま

すけど、その上でさらに達成するためにはこういうような支援が欲しい、こういう

ような政策をしてもらうと達成できるというのが生産者から上がってきたときに

は、やはり政策で応えていただいて。何も役場、執行側が第一線に立っていろんな
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ことを調整しなければいけないというわけではないと思います。生産者団体がある

なら生産者団体がいろんなところで動いていって、仲間同士で目標達成に向けて頑

張るというのは本来の、先ほどの町長がおっしゃったような住民自治であったり日

野町のよさであると思うので、そこのところを日野菜の分野でも目指していってい

ただきたいなと思います。 

 これで日野菜に関しての質問は終わらせていただいて、次、一般質問で何回か取

り上げさせていただいているチョイソコひのを題材に、住民協働というのはどうい

うものかを聞いていきたいなと思います。 

 （５）の質問です。チョイソコひのの利用促進の仕掛け、いろんな方に利用して

もらうための仕掛けというのは、住民さんにも担っていただく必要があるのではな

いんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 交通環境政策課長。 

交通環境政策課長（小島 勝君） チョイソコひのの利用促進についてご質問いただ

いたところです。 

 現在、利用促進につきましては、町のホームページで周知を図っているのはもち

ろんでございますけども、役場の窓口で、交通環境政策課だけではなくて長寿福祉

課などの窓口でもチョイソコひのの案内をしていただいております。また、当課の

出前講座、今、順次チョイソコひののエリアを拡大していまして、停留所を設置し

たときの地元説明会、利用者説明会のときも、ご利用をということで利用促進に取

り組んでいるところです。また、町だけではなく、民生委員児童委員さんや社会福

祉協議会、おたすけカゴヤさん、日野町ファミリーサポートセンターなどの団体と

も情報を共有させていただきまして、利用促進に努めているところです。 

 今後も引き続いて様々な団体と連携を強化していきまして、住民さんとのつなが

りの中で利用促進を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 私が質問した意図がちょっと違うんですけど、まず前段の部分

に関しては、要は窓口で案内しているとか、出前講座をしているとかというのは、

あくまでも利用者を増やすための話ですよね。それを役場がしていますよという話

なので、その回答が欲しいわけではないんです。 

 そういったいろんな方に利用してもらうために、住民さんから、アイデアを募る

って変ですけど、そういった仕掛けを考えていただいて、利用促進のための当事者

を増やす、要は参画者を増やすということなんです。言葉にすると簡単には見えま

すけど、役場としてそういった動きがないと思ったので、チョイソコひのに関して

の質問をさせていただいているんです。 

 ただ、答弁の後半のところで、日野町のファミリーサポートセンターやおたすけ
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カゴヤとの団体とも情報を共有し、利用促進に努めているところということがあっ

たので、ここのところ、情報を共有し、利用促進に努めているというのはどういっ

たことをしているのか、もう少し詳しく教えていただきたいです。 

議長（杉浦和人君） 交通環境政策課長。 

交通環境政策課長（小島 勝君） チョイソコは、ご存じのとおり乗り合いのタクシ

ーでございます。片やファミリーサポートセンターさんは、送迎をしてほしい保護

者さん、送迎できるよという保護者さんがいらっしゃって、その保護者間での送迎

をされているサービスがございます。このサービスの両方の情報をお聞きして、お

互い補完できるところは補完し合おうというところが前提にございます。 

 ただ、ファミリーサポートセンターでは対応できない送迎についてはチョイソコ

のほうで担うというところで情報交換を行っているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） おたすけカゴヤについても教えていただきたいです。 

議長（杉浦和人君） 交通環境政策課長。 

交通環境政策課長（小島 勝君） おたすけカゴヤについても、対象者が基本高齢者

の方で、地元のボランティアで送迎される方と地元の住民の方で、少し体が、介助

が要る方ですとか、すごく丁寧に対応いただいているわけでございます。 

 そういった意味で、チョイソコでできないサービスはおたすけカゴヤのほうで担

っていただいているというようなところでございまして、チョイソコの利用促進と

いう部分では、おたすけカゴヤさんで担えないときにはチョイソコもあるよという

ところ、そこのところはご案内いただけるものというふうに思っておりますので、

そういった意味で相互に情報交換を行っているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 小島課長、私の質問の意図としては、利用促進のために役場が

何かしていますかとか、どこどこであれをしていますという話ではなくて、今後、

住民自治、住民協働の中で利用を促進していく必要があるんじゃないんでしょうか

ということが前提です。 

 どうしてかというと、以前質問させていただいたときに、単なる公共交通の置き

換えだけではなく、ご老人の楽しみをつくったりとか、生きがいをつくったりとか、

外出のきっかけづくりになったりすることによって、介護予防につながったりとか、

買物の不便さというのを解消したりとか、人生を豊かにするために必要ですよとい

うことを伺ったので、それに対して仕掛ける側も住民が仕掛けていく、仕掛けるっ

て言葉としてはあれですけど、利用促進を促す活動をしていかなければならないん

じゃないんでしょうかということなんですね。なので、そういったことを今後検討

していただけるのかどうかだけ教えていただきたいです。 
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議長（杉浦和人君） 交通環境政策課長。 

交通環境政策課長（小島 勝君） すみません。ちょっと筋がそれた回答になって申

し訳なかったと思います。先ほど回答したのはこれまでの取組というところで、こ

れからどうするかというところを少し私の考えをお話しさせていただきたいと思

います。 

 まず、公共交通全体に言えることは、まず自家用車、これに頼らなくても移動で

きるという意識啓発が、１つ大切かというふうに考えています。そういった中で、

住民さんがチョイソコを選んでいただけるという素地をまずつくっていくという

のが１つあります。 

 その活動を町として取り組む中で、やはりそういうふうに同じ問題意識を持った

方、同じような目標を掲げる方、チョイソコを利用して何かいろんなことができな

いかという方々とやはり町がつながって、その目標に向かって共に考えて、いろん

なことを考えていくということをできたらなというふうに思っております。 

 具体的にこういった案というのはないんですけども、そういったお話があればア

ンテナを高く張って、同じ方向を向いて何かできればというふうに思っています。 

 公共交通ではないんですが、やはり鉄道のところでは日野駅の活性化で地元の方

とやらせていただいているところでございますが、イメージ的にはそういったつな

がりができたらいいのかなというふうに考えているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） 最後にイメージの共有、駅周辺の活動というのも例に出してい

ただいたので、ある程度すり合わせはできたのかなと思います。 

 以前にもスマホ教室にチョイソコひのを使って、公民館でやっているやつに、高

齢者の方に来ていただくとかというような話もあったりとか、そういうようなのも

ありましたし、私も日野公民館で第２、第３水曜日に、ゆかいな寺子屋さんという

ところが健康マージャンをしていて、それに90歳のおばあちゃんがチョイソコひの

で来ると。チョイソコひのの時間になったら、途中でも上がっていくというような。

この前、そのおばあちゃんと話したときに、あんた、何歳やと、私の何分の１ぐら

いやというて言われたときに、私は今年45歳なので、半分ぐらいですねとお答えし

たということです。 

 最後の質問をさせていただきます。 

 日野町では、新しいニュースポーツとしてモルックの振興に関しても力を入れて

います。私もモルックの講習を受けたり、公民館の実行委員としてモルックの練習

会というか、それも講習ですね、に関して何回か参加させていただきました。 

 そして、そのモルックに関して、今年は振興の１つの形として日野町で大会があ

るという話を伺いました。そういったことも、役場でするのではなくて民間に委託
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すると。その中でスポーツ推進委員等が関わっていくというのが住民自治、住民協

働の中でのモルック振興になるのではないかと思います。 

 そこで質問なんですが、まずそういった大会があるということが事実であるなら

ば、今決まっている段階でいいので、概要と、どういった形での運営を考えている

のかを教えていただきたいです。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（歯黒香織君） ただいま谷口議員より、モルック大会の概要について

ご質問いただきました。 

 モルック大会は、今年の10月11日、スポーツ天国の日に開催させていただくもの

で、スポーツ天国の中の１日のイベントの中で、一定の時間、モルック大会を開催

させていただくところです。 

 場所は大谷公園でして、参加者は各地区７地区から推薦のあったチーム３チーム、

各３チームずつで対戦していただくというものでございます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） ちなみに、そのモルック大会の運営というか企画運営に関して

は、先ほど言った私の言い方でいくと、住民さんや地域の企業さん、地域団体やＮ

ＰＯ法人等々というのは関わっているのでしょうか。関わっているのでしょうかと

いうか、主体的に関わっているところはあるんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（歯黒香織君） 主体的に関わっているところがあるかというご質問を

頂きました。 

 日野町のスポーツ協会のスポーツ推進委員さんが主体的に関わって、企画から当

日の運営にまで関わっていただいています。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） スポーツ推進委員さん、民間ですね、民間ですか。 

 そういったスポーツ推進委員さんたちが進んでいろんな楽しい企画を考えてい

ただくというのはすばらしいことだと思っていますし、今後それの大会をきっかけ

に、もっともっと裾野を広げていただきたいなと思ってはいるんですが、ちょっと

先ほどの最初の答弁の中で気になったのがあって、地区で推薦がある３チームとい

うことだったんですけど、地区対抗みたいな形になるんでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（歯黒香織君） 地区から３チームずつ出ておりますが、地区対抗にな

るわけではありません。チーム対抗でさせていただきます。 

議長（杉浦和人君） 谷口智哉君。 

３番（谷口智哉君） どうしても今の答弁の中で、ニュアンスからすると地域に出場
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ノルマを課しているんじゃないのかなというような。もっとオープンな感じで、小

学生同士が友達で出てもいいのかなと思いました。そこまで要項が決まっていると、

私自身、それを否定して変えてくれとは言えはしないんですけど、本当にモルック

ってユニバーサルなスポーツでいいなと思いました。１人対３人でもできるし、車

椅子の方もできるし、高齢者の方もできるし、幼い子どももできるし。そこはハン

デであったりルールを少し変えることによって、みんなが同じ条件で楽しめるスポ

ーツだと思うので、これが世代間交流のツールとしてどんどん広がってほしいし、

私もできる限りの協力はしていきたいなと思っています。 

 ただ、今後課長にお願いしたいのは、そういったところで今日のテーマでもある

「ともに創るまち」の中での住民協働がどれほどの解像度でできるかというのをよ

くよく考えた上で大会運営や振興に努めていっていただきたいですし、今回は34分

野のうちそんなにも出してはいないですけど、そぐうもの、そぐわないものはある

と思いますが、各分野、各指標に関して、住民協働を重視するともっと効果が発揮

できるものはたくさんあると思います。今回は質問はしませんでしたが、今後もそ

ういった観点で議員として活動はしていきたいと思いますので、ここにいらっしゃ

る課長方には住民協働に重点を置いて仕事を頑張っていただきたいなと思います。 

 以上で質問を終わらせていただきます。 

議長（杉浦和人君） 次に、２番、福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） それでは、私のほうからは通告書に基づきまして、分割方式で

１つ、一問一答で１つの、合計大きく２つの質問をさせていただきたいと思います。

私に関しましては、先ほど谷口議員が活用されていました日野町総合計画、第６次

のほうはもう最初の質問からずっと使わせていただいています。これの中の柱１、

未来を担うひとづくり、それから柱５、みんなではぐくむ地域づくりについてお聞

きをしたいというふうに思います。 

 それでは、１つ目、ひとづくりと青年教育についてお聞きをいたします。 

 人口減少や地域コミュニティーの担い手不足が進む中で、持続可能なまちづくり

において人づくりに関しては最重要課題の一つになります。その中でも、特に青

年・若者世代への教育や地域活動を通じた育成は、単なる人材確保ではなく、地域

に主体性を持ち、自ら課題解決に関わる住民を育てる営みとして重要であると認識

をしています。 

 当町においても、これまで青年団の活動や公民館活動、子ども会活動、女性会の

活動など、社会教育を基盤とした地域づくりの歴史が積み重ねられてきました。そ

の蓄積を現代にどう生かし、未来へつなぐのかが問われています。今回は、現在の

20歳から40歳までの青年層に対する町の施策の現状と今後の方向性について伺い

ます。現在、令和２年の10月の国勢調査時点での対象人数は4,172名であると認識
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をしています。それを踏まえてお聞きをいたします。 

 まず１つ目、現在の青年・若者世代の地域参画についてどのような課題認識を持

っているか。 

 ２つ目、現在、20歳から40歳までの青年・若者世代に対してどのような施策を実

施しているか。 

 ３つ目、子ども期の16年プロジェクトやふるさと学習を青年期以降へどのように

つなげていく考えか。 

 最後、４つ目、持続可能なまちづくりにおいて、青年・若者世代をどのように位

置づけ、今後どのような人づくりを進めていく考えかお伺いします。 

議長（杉浦和人君） ２番、福永晃仁君の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 教育長。 

教育長（安田寛次君） ひとづくりと青年教育についてご質問を頂きました。 

 まず、１点目の現在の青年・若者世代の地域参画の課題意識については、青年・

若者世代はこれから地域の中心となって引っ張っていただきたい存在ですが、考え

の多様化やつながりの希薄化、またつながりたくてもつながり方が分からないとの

ご意見も頂いておりますことから、地域の様々な活動に参画する機会が減少してお

り、その克服が課題であると認識しています。 

 ２点目の青年・若者に対して実施しているひとづくりとしての施策については、

この世代の皆さんに人と人がつながる面白さや人と対話をする喜び、みんなで一つ

の目標に向かって力を合わせ、達成する充実感を体験していただくことが、これか

らの人生をより豊かにするものと考えています。 

 このような視点で、教育分野では二十歳のつどい実行委員や地域の公民館の実行

委員として、また日野町少年少女スポーツ教室の指導者などの事業でご活躍を頂い

ています。町全体としましては、若者会議の取組に参加して下さっている方や、あ

るいは少年センターで開催されています子どもたちの学習支援事業に参加して下

さっている方もおられます。そして、何よりも町が支援をする日野町連合青年会の

事業では、町民駅伝大会や、町民年賀状展や、サンタが日野にやってきたなど、地

域に向けた事業のほか、青年大会への出場など、一つ一つの事業に若者の参加を呼

びかけ、人とつながって目標に向かって力を合わせる機会を提供させていただいて

います。 

 ３点目の、16年プロジェクトやふるさと学習を青年期以降どのようにつなげてい

くのかについては、子ども期におけるこの日野町での豊かな学び、体験こそがシビ

ックプライドを育み、誇りを持って青年期における地域参画につながる土壌になる

と確信しています。中学卒業以降、高校、大学進学や、あるいは就職によって一度

離れたとしても、再び地域とつながれる関係をいかに築いておくかが大切だと考え
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ています。そのきっかけづくりを、町で実施する様々な事業や、公民館をはじめ各

種団体と連携し、創出していきたいと思います。 

 ４点目の、まちづくりでの青年・若者世代の位置づけとひとづくりについては、

町としましてはこれからのまちづくりを担っていただく大切な主体者であってほ

しいと考えています。そんな青年・若者世代の感性やライフスタイルに寄り添った

事業も展開する中で仲間づくりを進め、地域課題に主体的に関わることができる青

年教育の推進に努めてまいりたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） ただいまご答弁を頂きました。それでは、大きく４つの項目に、

それぞれに再質問のほうをさせていただきたいと思います。 

 まず、１つ目のご答弁ありました現在の青年・若者の地域参画についてというこ

とで、考えの多様化やつながりの希薄化というふうなところと、あとつながりたく

てもつながり方が分からないというふうなことを認識しているというご答弁でし

た。実は、令和６年の第６回の定例会で、私、同じような質問をしたときに、答弁

としましては、国の子ども・若者育成支援推進法、それから県の淡海子ども・若者

プランも含めて、町が施策としてやっていきたいというふうに答弁がございます。 

 この２つに関して、今現在、青年教育という分野では、当町も含めて、実施して

いく中で効果が出ている分野があるのか、そこはなかなかこのプランでは効果が出

ていないのか、まず一つお聞かせを頂きたいと思います。 

 それから、１つ目の中で考え方の多様化というふうな言葉がありまして、昨今、

ここ10年ぐらい、こういうふうな言葉がたくさん出てきています。つながりの希薄

化というものは、これ、地域コミュニティーの希薄化とつながっていると思います

ので、なかなかつながる、例えば隣近所と実行委員会でつながるとか、そういった

ものの機会が損失をしているのかなと分かるんですけども、この考えの多様化とい

うことを答弁で言われているので、この考えの多様化というのはどういうふうに多

様化しているのかお聞かせを頂きたいなというふうに思っています。 

 それから、大きく２つ目について再質問をさせていただきます。 

 幾つかの実施団体、それから社会教育関係団体の事例を出していただきました。

特に二十歳の集いの皆さんは、僕らのときには考えられなかったほどしっかりとし

た考えで、逆にこの地域に根づくような意見を持っておられる方が、恐らくここ５

年、10年して戻ってきたのではないかなというふうに私は思っております。それか

ら、少年少女スポーツ、それから若者会議も実績を積まれまして、非常に大事に事

業をされていると。それから、日野町連合青年会、私も出身者であります。青年団

の活動も、少ない団員数ながら町の公益的な事業を担っているのかなと思っており

ます。 
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 そこで、１つお聞きをしたいんですが、この施策というものがどうしてもイベン

トありきになってきていないかということを私は思っております。イベントがあっ

てそこに集まる、それは当然機会の提供という部分なんですけど、イベントがあっ

て集まると趣旨はイベントになってしまうのかなと思ったりしますので、団体があ

ってイベントを実施するものを、自分たちで立ち上げるというふうなものが非常に

大事かと思いますので、イベント化してきている、そういうふうな危惧がないかと

いうふうなところをお聞かせいただきたいなというふうに思っております。 

 それから、大きく３つ目、16年プロジェクト、それからふるさと学習をどのよう

につなげていきたいかということで、教育長からご答弁ございました。 

 これに関しては、小学校の６年生の議場見学でも、教育長が最後に『ふるさと日

野』の冊子を渡して、紹介をして、皆さんに同じ言葉を言っていただいています。

ただ、私、ここで１つ指摘をしたいと思います。中学校卒業以降、高校・大学進学

や就職によって一度離れたとしても、再び地域とつながれる関係をいかに築いてお

くかが大切だと考えます。 

 私もそのように思っておりますが、ここの論点としましては、一旦出た若い方が

何かの理由とか思いで帰ってきていただくという選択肢のパーセンテージも増や

してほしいというふうなことが結構強調されて言われているんですけど、そもそも

いろんな理由があったり、なく、ここに残ってここから仕事をして生計を立てる方

がかなりの人数おられると思います。なので、やることが見つかって、自分の思い

のまま、日野町を出ていってという方も実際にはそれはたくさん数おられるんです

けど、はるかに多いのは、もともと29歳から39歳までで、例えば実家であったり、

そういったところから仕事に向かう、仕事から帰ってくるという生活をされている

方がかなりの数おられると思います。その方々に対してどういった施策があるのか、

その方々に対して16年プロジェクトやふるさと学習がどういうふうな意味がある

のか、それを再度ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、４点目、これから町がどういうふうなひとづくりを進めていく考えか

ということでお聞かせを頂きました。この中でフレーズとしてあったのが、大切な

主体者であってほしいと考えていますというふうなご答弁でした。主体的という言

葉が今、世の中でも叫ばれています。 

 主体性と、もう１つ、自主性というものは違うんですけども、主体性の中でも自

律性、自分の言動を自分自身で決める、自分が自分の行動を律しているという部分

です。日野町は、自律のまちづくりといって進めてきたときもありました。 

 それから、もう１つは公益性です。自分の使役ではないことを考えれる頭を持て

る方を育てるというふうなところで、この主体者というものはどういうふうなとこ

ろを想定されてまちづくりをされていくのか。ここを再度お聞かせいただきたいな
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と思います。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（歯黒香織君） ただいま福永議員より４点再質問を頂きました。 

 まず１つ目、国の法律、または県の計画に対してその進捗状況をといったところ

です。 

 国の法律や県の計画を改めて見直してみましたところ、重きを置いているのは子

育て支援のところであるとか、ヤングケアラーのところであるとか、当然若者に対

してもその居場所づくりであるところとかが掲載されていました。 

 少子化対策や子育て支援施策に関しては、町全体で精いっぱい今取組を進め、進

捗状況も確認しているところでございます。 

 若者の居場所づくりについては、県のプランのほうにあったんですけれども、そ

ちらは先ほど教育長の答弁で申し上げたとおり、あらゆるステークホルダーで居場

所をつくっているところで、進捗状況は順次見極めているところです。 

 １つ目の中で、若者の多様化はどうかというところなんですけれども、価値観や

ライフスタイルが多様化していると考えています。価値観というのは何を大切に思

うかというところだと思うんですけれども、そのところでＳＮＳの発信や働き方な

ど、いろいろなところで１つの価値観ではないところで人が人生を歩んでいかれる

ところで価値観が多様化している。 

 また、ライフスタイルもそのことに伴いまして、昼間働くというだけではなくて、

オンラインで働かれる方もおられれば、サテライトで遠くから仕事をするというこ

ともありますし、また部分的に働くという考え方もありますし、そこら辺のところ

で価値観が多様化してきていると思っています。 

 ２点目、イベント化のところですが、確かにそのイベントだけを見るとイベント

化していると思うところもあるんですが、いろいろなイベントに来ていただいてい

る方は同じ顔ぶれの方もいらっしゃいます。また、その方たちが自分のネットワー

クで輪を広げていかれるというのも、こちらも肌で感じているところです。 

 その点を線にして面にしていくことで、青年教育といいますか、そういった方た

ちのつながりが、イベントは単体のようにも見えますが、参加しておられる方は同

じ町民さんが多く占めておられますので、点が線になって面になっていくというと

ころで、行政のほうもできるだけこれからも連携を深めまして、面にしていきたい

と考えています。 

 ３つ目、主体者であってほしいというところですが、主体者というのはどのよう

に考えているのかというところですが、あらゆる事業において参画いただく、企画

段階からご意見を頂き、一緒に計画を練り上げていくという。また、当日の運営に

主体的に関わっていただくというところで、主体性というところ、主体者というふ
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うに捉えております。 

議長（杉浦和人君） 教育長。 

教育長（安田寛次君） 質問いただきましたので、私のほうからもちょっと答弁させ

てもらいますが、ふるさと教育の関係で、私が議場に来てくれた６年生の子どもた

ちに声かけをしているんですけども、その中で子どもたちに伝えたい思いとして、

この町に残ってほしいというふうなことを、どの学校のどの子どもたちにもお伝え

しているというふうなところでございます。 

 この町にはいろんな宝物があって、子どもたちにつないでいきたいというふうな

ところがたくさんあります。そういったところをたくさん子どもたちのほうに、い

ろいろとふるさと学習というところで展開をしていきたいなというふうなことを

思うんですが、ちょっと１つの例として、昨年度、第２工業団地と第１工業団地の

ほうに子どもたちが見学に行くというふうなことがありました。大変たくさんの会

社があって、この町でいろんな産業が展開されているということ、そしてまたこの

町で作られたものがいろんな大きな会社のところにつながっているというふうな

ことを子どもたちが目の当たりにして、自分たちはやっぱりこの町で勤めたいなと

いうふうに思った子どもたちも確かにありました。 

 議場のほうで、いつもこの町が好きですかという質問を議員の皆さんからいただ

いて、この町に住み続けたいですかというふうな質問を頂くんですけども、そこで

はなかなか手を挙げる子が少ないんですけど、やっぱりそういった子どもたちに本

当に身近な学習素材の中でこの町のすばらしさをいかに伝えていくのかというこ

とによって、この町にやっぱり住み続けたいというふうな子どもたちが一人でも増

えてほしいなというふうなことを思っているところでございます。そんなふるさと

学習をこれからも展開していきたいというふうなことでございます。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（歯黒香織君） 先ほど再質問いただいたときに、３番目の質問に対し

て答弁が漏れておりますので、お答えさせていただきます。 

 16年プロジェクトを再びつなげられる関係というところは、もともと日野町にい

る人たちにはどのような取組をしているのかというご質問であったかと思います。 

 もともと日野町にいて下さる青年層の方たちには、既存事業に対していつも参加

を呼びかけているところなんですが、情報が届いているのか届いていないのかが確

認がし切れないところなんですが、参加される方が一定の方にとどまっています。

ちょっと背中を押すということが必要やということは皆様からもおっしゃってい

ただき、こちらも認識しているところなんですけれども、そのことに対して公民館

や企業や商工会に働きかけて、在住の日野町民の青年層の方にも参加していただけ

るように努めたいと思います。 
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議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） ご答弁、教育長も含めて、課長にご答弁いただきました。 

 まず、１つ目のところで再々質問なんですけども、国の推進法、それから子ども・

若者プランに関しては、青年教育の分野からすると少し弱いのかなというふうなお

答えやったかなと思っています。 

 法律とか法案を見ていく中で、最終的には社会教育法をもう一度読み返してみま

した。社会教育法の第３章の社会教育関係団体のところで、第11条で、「文部科学

大臣及び教育委員会は、社会教育関係団体の求めに応じ、これに対し、専門的技術

的指導又は助言を与えることができる」というふうなものがございます。それから

第２項、「文部科学大臣及び教育委員会は、社会教育関係団体の求めに応じ、これ

に対し、社会教育に関する事業に必要な物資の確保につき援助を行う」というふう

に書いております。 

 物資それから援助に関しては、補助金等で援助いただいているのかなと思います

が、私、非常に弱いなと思っているのが、専門的技術的指導、または助言をこうい

う各種団体とかそういった活動をされている方々に教育委員会としてされている

のかどうか。それも施策の１つだと思いますので、そこがされているのかどうかを

１つ目の大きなところでお聞かせを頂きたいなと思っています。 

 ２つ目に関しては、２つ目のイベント化していないかということで、当然イベン

トがあってそこでつながれるというのは非常に大事だと思っていますので、イベン

ト自体はたくさん開催をしていただいていますし、そこに若い方が集まってという

のは分かるんですが、どうしてもなかなかイベントに行きにくいとか、やっぱり団

体の中の一員でないと動けないという方のほうが私は多いというふうに思います。

各個が判断してそういったイベントとかいろんなところに行くというところに委

ねるというのも大事なんですけど、やっぱりある程度団体、例えば青年団とかいろ

んな団体でみんなで一緒に行くと。その中で一人ひとりが気づくことがあるという

ふうなところが大事なので、イベントありきというよりかは、結果としてイベント

が出来上がるというふうなところは、ここは質問ではないんですけども、イメージ

を頂ければなと思っています。 

 それから、３番の16年プロジェクトのところの思いは教育長からもお聞きをさせ

ていただきました。私たちが幼少期は、恐らくここまでそういったふるさと学習と

いうものが、役場主導ではなかったのかなと思いますが、地域の中で、家族の中で

自然とこういったものがあったんだろうということを、今公共が代わりにやってい

るというふうに私は思っています。 

 ですので、難しいんですけども、これ、あまり押しつけにならないような形、や

っぱり選択肢は広いので、日野にも残ってもらいたいと。ですけども、私、子ども
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を持つ親として子どもによくしゃべったりするんですけど、なかなかうちの子ども

はあまり感じてなさそうな気がしていまして、大変申し訳ないんですが、いろんな

子どもがいますので、可能性も含めて、子どものときに判断をする子どもさんも親

御さんもいれば、やっぱり青年期になってから初めてこの町に残りたいって思う方、

私はそうでした。青年期に青年団というものを通じてこの町で暮らしたいというも

のを、この活動の中で確信したというふうなところがございますので、そういった

社会教育活動はしっかりとやっぱり念頭に置いていていただきたいなというふう

に思っています。 

 最後、４番、主体性のところでちょっとお聞きをしました。ここ、難しいところ

なんですけども、今現在の施策の中で主体性が培われているような事業を１つ、何

か例とかあればお聞かせいただければなと思います。お願いします。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（歯黒香織君） ４点再質問いただきましてありがとうございます。 

 まず、国の推進法で、社会教育が弱いというところなんですが、指導助言をして

いるのかというところですが、こちらから積極的に行っているわけではないんです

が、ご相談に来ていただいたときにはその悩みとか今後の方向性について、真摯に

といいますか、一緒になって対応させていただいているところです。 

 ２つ目、イベントのことは、お伺いいたしました。これからそう努めていきたい

と思います。 

 ３つ目の青年団の活動等で課題意識に気付かれるということとか、町の魅力に気

づかれるということは大変大切なことやと思います。そして、また仲間とつながれ

るということも大事やと思います。同じ目的を持った仲間とつながり、課題解決の

取組に参画していかれるということは大切だと思いますので、青年団活動について

も今後支援していきたいと思っています。 

 主体性のあるイベントですが、若者が主体性を持って取り組んでいただいている

イベントは、公民館の活動等で実行委員の方々が体育委員とかを引き受ける中で、

高齢の方、幼い方、いろいろな地域の方のニーズを受けながらスポーツの種目を決

めたり、景品を決めたりしていかれるところが公民館活動の中ではあるんですけれ

ども、若者が主体となって取組を進めて下さっていると認識しています。 

議長（杉浦和人君） 教育長。 

教育長（安田寛次君） ３点目の最近の実例でございますが、先般、南比の小学校で

ＨＯＬＹ ＭＡＲＫＥＴというのが開設されましたし、議員さんにもお力添えを頂

きましたサウナのイベントもございました。ああいったイベントが本当にたくさん

最近増えてきたなというふうなことを大変ありがたいことやなというふうに思っ

ています。 
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 それと、これも20歳から40歳という点でのご質問やったんですが、直近であった

取組として、中学校の生徒会が、もう定期テストを前に、役場の一室を貸してほし

いというふうな試みがありまして、先般、役場の別館１階会議室を開放して、生徒

会が管理してやり切るというふうなことがありました。こういうふうな、幼少期、

中高年期、そして青年期のいろんな成功体験をできるだけたくさん積むということ

がとても大事かなというふうなことを感じているところでございます。 

 町でそういうふうな催しがいろいろと活性化するように、そしてまたそのイベン

トを通して大切なものが育んでいけるように支援してまいりたいというふうに思

っています。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） ご答弁いただきました。少し難しい、特に若い方、それから青

年期、僕らもそのときがあったんですけども、なかなか施策を具体的に打つという

ことは、これ、国内全域で難しいんだというふうなことは認識しています。 

 でも、私、今回また取り上げさせていただいたのは、国とか県とかいろんな施策

とか法律とかあるんですけども、日野町独自の資源とか宝物は何なんだということ

を考えたときに、今ある資源を最大限活用しようと思うと、やっぱり社会教育関係

団体と新しい取組の２セットでやっぱりやっていくのが、日野町、これは新しい取

組の市町はたくさんあるんですけど、もともとこういった社会教育的な独自の資源

を持っている町というのは非常にもう少ないんです。持っているものはしっかりと

使っていただきたいなと思いますし、私もそれに対して一緒にやっていきたいと思

っています。 

 それから、やりたいことが見つかった方とか、子どもたちも含めて、自分のこと

を表現できる方を伸ばしていくという教育もあるんですが、やはりなかなかうまい

こと世の中とお付き合いができない、それから社会になかなか出にくいというとこ

が、支援というほうだけじゃなくて教育という方法からも、普通に暮らしている若

い方が何とか行政の手で成長していけるような、私も一緒に手を取り合っていきた

いと思いますので、そういう方がたくさん日野にはおられると思いますので、ぜひ

そういったところ、一緒にやっていきたいと思いますので。 

 １つ目の質問を終わりたいと思います。 

 それでは、続きまして一問一答で２つ目の質問をさせていただきます。こちらに

関しては参考資料をつけさせていただいております。日野町の観光ビジョンという

ものが策定をされています。それの巻頭ページのところをつけさせていただいてい

ますので、少しそれも参考にやっていきたいというふうに思っております。 

 観光振興と住民の暮らしについてお聞きをしたいと思います。 

 第６次総合計画では、柱の２、暮らしを支える仕事づくり、柱４、住みたくなる
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都市基盤づくりについてお聞かせを頂きたいと思います。これ、添付資料でつけさ

せていただいている日野町観光ビジョンの計画なんですけども、一部、総合計画の

見直し等によって、年数はちょっと今の現状ではずれているというふうなことは当

局からもお聞きしていますので、ちょっと今、この計画図と実際の行動がずれてい

るということだけは認識いただきたいなと思っています。 

 人口減少や価値観の多様化が進む中、観光施策は単なる交流人口の拡大だけでは

なく、地域文化の継承、地域経済の循環、関係人口創出、さらには住民のシビック

プライド熟成にも大きく関わる重要施策であります。 

 当町においても、近江日野商人の文化、日野祭をはじめとした催事、町並み、農

村風景、近江日野田舎体験など、ほかの地域にはない独自資源を有している一方で、

観光資源としての認知不足、滞在型観光の弱さ、情報発信力、民間の連携、担い手

不足などが大きな課題と感じています。 

 令和５年の12月議会、観光振興に関する一般質問では、日野町は観光地ではない

が資源はある、文化継承と観光はつながる、ビジョン不足、点と点を結ぶ必要性と

いう共通認識を持てました。今回この質問をするにあたり、この間、観光協会の関

係の方々にもいろいろとお話を聞きました。最終的には、これから５から10年、中

長期を見据えた設計がポイントと感じ、６つの観点からお聞かせを頂きたいなと思

います。 

 まず、現在の観光施策に対する成果と課題認識についてお聞きをしたいと思いま

す。 

 １つ目、観光客数だけでははかれない観光の質をどう評価しているかお聞かせ下

さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） ただいま福永議員より、現在の観光施策に対する成果

と課題認識についてご質問いただきました。 

 １つ目に、本町における観光の質については、これは来訪者の本町滞在中の満足

度を示すものであると考えております。日野町の特徴といたしましては、人が温か

いといった人情味や、近江日野商人の文化が根づいているといった文化的な魅力が

挙げられます。 

 こうした特徴については、本町での滞在を通じて結果的に感じていただける場合

が多いものの、この満足度をより向上させるために具体的な仕掛けは現時点では十

分ではないかな、これから整備していかなければならないなというふうに思ってお

ります。この点については本町の観光施策の大きな課題であり、今後こうした特徴

をさらに生かした仕組みづくりを進めていく必要があると考えているところです。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 
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２番（福永晃仁君） 今、課題があるというふうなところで、日野のよいところは当

局としても理解をされているということで、私も人が温かい、近江日野商人の文化

が根づいているというふうなところがあります。 

 ただ、これ、数字的にはなかなか出ないので、分からない人に伝えるには非常に

難しい部分が、ここが課題なんだろうと認識をされていると思います。 

 では、数字ではかれるところをどうされているかお聞きをしたいと思います。滞

在時間とか再訪率、それから関係人口化などの分析は行われているかお聞かせ下さ

い。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） ただいま滞在時間などの分析ということでございます

が、本町では人流データなどを活用することで、来訪者の属性について一定の把握

はしているところではございますが、再訪率や関係人口化といった指標については

十分な分析が進んでないところでございます。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 分析はなかなかちょっと進んでない状況ということで、進んで

ないということは取り組んではおられるということなんですけども、これを観光地

ではないというふうな認識があるという一定の中で、こういう人流データとか関係

人口化などの分析はやはり行う必要があるというふうには認識されていますか。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 議員おっしゃるとおり、必要かなというふうには思っ

ております。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 課長から必要だということで、ただマンパワーも含めて、非常

に細かいとこまでやるのは今の現状では厳しいということなんですけども、その中

で、今課題と言われている現在の観光施策における最大の課題。例えば体制、それ

から各課の横断的な施策をどういうふうに認識をされていますか。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 最大の課題とご指摘いただいた体制については、マン

パワーなどが十分ではないと感じておりますが、しかし限られた体制の中で成果を

上げていく必要があることから、各課の垣根を越えた連携による取組の推進や、民

間事業者等の連携がとても大切だと思っているところです。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） ここに関しては、もう限られた人材というのは、特にどの課に

おいても、どの社会においても、これはもう恐らく全ての分野でだと思いますので、

だからなおさらすることをやっぱりしっかりときっちりと見極めるということが
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大事なのかなというふうに思っています。 

 その中で、役場の庁内だけではなかなかマンパワーは厳しいということで、本町

に関しては日野観光協会というものがございます。この観光協会に関しては町の観

光分野をかなり担っていただいているということになっていますが、この日野観光

協会との関係性や連携状況、支援の現状を教えて下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 本町の観光施策は、町と観光協会が連携し、両輪とな

って進めていく必要があると考えております。 

 現在、月１回の定例ミーティングを実施しているほか、随時観光協会と協議、相

談を行い、双方で助け合いながら施策の推進を進めているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 観光協会さん、行かせて、お話を聞かせていただいても、会長

さん、局長さん、いろいろとお話を聞かせていただきました。 

 それから、月１回はミーティングをされている模様も結構たくさん見ることもあ

りますので、連携は特に密に取られているのかなと思うんですが、まず令和８年度、

補助金が観光協会に下りていると思います。約2,260万円ほど下りていると思いま

すけども、これはちょっと適正かどうなのかということと、あと、観光協会さんの

体制を十分ご存じやと思うんですけども、観光協会さんもマンパワーが非常に足り

ていないのかなというふうには思っております。そこに対しての人的支援みたいな

ものは町からどのようにされているかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 補助金をお渡ししているところではございます。観光

協会との連携をとりながら、今年度の予算についてこれぐらいであるというような

形で見積りを頂いて、補助金を出しているわけですけども、まだそれが十分である

かというと、それは十分でないかもしれません。そのやり方によっては、今後いろ

んな施策を打っていく中で、また検討していかなければならない課題があるかなと

いうふうに思っているところです。 

 人的なことに関しましては、確かに局長のお一人に仕事の量が重なっているとい

うようなこともございますので、そこを何とか分散するような形で人事配置をした

いなというところではございますが、補えないところは我々商工観光課がお手伝い

したりということでやっていきたいなというふうに思っているところでございま

す。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 今、課長のほうからありました。観光協会さんも非常に厳しい

状態ということで、役場のほうから誰か人に行ってもらうとかいうのは、補助金が
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下りている団体ですので、なかなかそこは常時行ってもらうというのは難しいかな

と思うんですけど、補助金があればよいかというふうなところで、補助金がある程

度潤沢にあっても、それを執行していけるような体制が協会になければ、非常に、

これ、難しいのが補助金ありきになってしまいますので、そういったところでも今

後ぜひ、十分連携はとられると思うんですけども、本質のところでどういったとこ

ろが困られているか、それから町がどこが困っているのかというところを、やはり

両輪でやっていくのであれば、ミーティングの数というよりかはその密度をやはり

しっかりと意識してやっていただければ非常にありがたいなというふうに思って

います。引き続き観光協会さんと密に連絡を取っていただきたいなと思っています。 

 それから、大きく２つ目の質問、２テーマ目にいきたいと思います。 

 日野町ならではの観光資源の磨き上げについてお聞きをしたいと思います。 

 ほかの自治体との差別化をどのように図っておられるのかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 他市町との差別化ではございますが、日野町への誘客

を図る上で、日野町ならではのオンリーワンの価値を考えることが重要と考えてお

ります。その価値を言語化しまして、他市町の類似のものと何が違うのかを明確に

した上でそれを打ち出して、差別化を図る必要があると考えているところでござい

ます。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 類似のものと何が違うのかを明確にした上で打ち出しというこ

とで、今現在、参考にされているとか、研究をされている先進自治体はございます

か。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 先進地といいましても、特にないんですけども、我が

町が近江日野商人でつながっているということもありますので、もうここ近年、埼

玉県人会さんとか、東京県人会さんとか、そういうところとつながりながら、日野

の酒蔵のゆかりの会さんとつながったりとかということを日野町が独自に率先し

てやっている、それが独自のやり方かなというふうに思っているところでございま

す。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 独自のやり方ということで、近江日野商人とかの話も出てきま

した。 

 それでは、近江日野商人、日野祭、農村文化、暮らしなどをどう観光に結びつけ

るのか、現状の動きはどうかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 
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商工観光課長（加納治夫君） 日野祭や農村文化、暮らしといった地域資源を生かし

た取組については、現在、田舎体験事業や日野祭における曳山を引く体験など、実

施しているところでございます。 

 こうした地域資源を生かした取組はどの市町でも同じようにできるものではな

くて、このような取組を通じて何度も再訪いただけるような、その後の日野町との

つながり、日野町のファンをつくっていければなというふうに思っているところで

ございます。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） まさしく日野町でしかできないことというふうなところになり

ます。 

 ただ、たくさんいろんな日野もいいものがあるんですけど、結局どれに絞るのか

ということが非常に大事になってくるかなと思いますので、それが町の方が日野は

何を中心に訴えられているのかということになると思いますので、ぜひここはたく

さんいろいろ並べるのは全然大事やと思うんですけど、その中でも一番何かという

ことが非常に大事かなと思いますので、その点もしっかり意識していただきたいな

と思います。 

 それでは、続きまして３つ目の大きなテーマです。 

 観光と文化承継、教育の連動についてお聞かせを頂きたいと思います。 

 １つ目、ふるさと学習と観光施策をどう連携させているのかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 歴史文化財担当課長。 

生涯学習課歴史文化財担当課長（岡井健司君） ふるさと学習と観光施策の連携とい

うことでご質問頂戴いたしました。 

 先ほどもふるさと学習、青年教育のところでも出てまいりましたが、当町では小

中学生を対象に、地域の自然、歴史文化、産業に触れるふるさと学習を推進してお

ります。推進にあたりましては地域の皆様に講師として参画いただき、コミュニテ

ィースクールの中で進めておりますが、子どもたちはそこで日野の宝を学ぶととも

に、自分で課題を見つけて調べるという探究学習を通じて、郷土愛、あるいは関心

を育んでいるというところでございます。 

 このふるさと学習と観光の連携というところでは、学習の成果を例えば情報発信

ツールとして活用する、あるいは子ども自身がジュニアガイドとなって観光に参画

する、そういったことが今後考えられるかなと思っております。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 先ほども社会教育のところであったんですけども、ふるさと学

習、非常に大事かなと思っています。 

 子どもたちには一定、こういったもの、観光も絡めて各課横断的に、子どもたち
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に対しては非常に先見的にやっぱり学んでもらおうと、うちの子どもはちょっと分

からないんですけど、学んでいただこうかなという姿勢がすごく親としてはありが

たいなと。これ、僕らの頃にはなかなかここまでやっぱりなかったので。恐らくほ

かの市町にもここまでやっぱり子どもたちがふるさとを学ぶということ、あまりな

いのかなと思うので、すごく大事かなと思います。 

 では、大人世代といいますかそういったところで、今度は外に向けて発信をして

いっていただく方も含めて、住民自身が語れる町というものをどう育てていこうか

と思っておられるかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 歴史文化財担当課長。 

生涯学習課歴史文化財担当課長（岡井健司君） 住民自身が語れるというのは大変大

切なことと思っております。商工観光課長の答弁にもございましたが、日野の魅力

に人でありますとか温かさ、日常の暮らしというものも観光資源の大きい一つにな

り得ると思っております。そこでやはり大切なのは、住民自身が自分の町のよさを

語れるというところで大事だなと思います。 

 担当といたしましては、日野の魅力を知っていただけるような学習機会を増やし

ていくということと、この後の学びの中で、子どもだけではなくてコミュニティー

スクールの取組という意味で子育て世代、あるいは大人の地域の皆様、あるいは社

会教育活動の中で日野のよさをより知っていただく機会を提供していきたいと思

っております。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 非常に大事なことだと思っております。ここでポイントとして

は、語れる資源とかいろんなものがあるよと、それを理解してもらって下さいとい

うふうな施策と、もう一方は、語りたいと思うかどうかだと思うんです、自分の町

を。自分の町が、私は高校ぐらいのとき、なかなか日野のことを語りたいというの

はあまり思えませんでした、外からの意識も。ただ、今になってやっぱり日野のこ

とを語りたいなというふうに思えたのは、私は社会教育の活動からかなというふう

に思いますので、何を語るかということも大事なんですけど、まず町を語りたいと

思うかということが大事かなと思うので、そういったところも各課で連携いただけ

ればなと思います。 

 それでは、続きまして４番目の大きなところへ行きたいと思います。 

 観光分野における民間、若者、地域団体との協働について、民間主導イベントと

の連携方針はどうかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 民間主導イベントとの連携方針についてですが、民間

が持つ企画力、専門性、広告宣伝力を活用することで、イベントをより魅力的かつ
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効果的に実施ができるというふうに考えているところです。民間主導イベントとの

連携を積極的に図っていくことは、非常に大切なことだというふうに考えておりま

す。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 民間でいろんなことを感じて、行政とタイアップしてと思われ

てやられている方も多分日野にはたくさんおられると思いますので、そういった部

分が功を奏しているのかなと思いますので、非常にありがたいなと思っています。 

 では、こういったものも含めて、若者とか子育て世代、移住者の方とかが関わり

やすい観光施策をどう考えておられるかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 若者や子育て世代、移住者が主体的に関わりやすい観

光施策には、企画や運営に関われる場づくりが重要であると考えております。その

仕組みづくりが課題であるのではないかと認識しております。 

 例えば、イベントの運営の一部を担っていただくことやＳＮＳ発信など、得意分

野を生かせる役割づくりが必要と考えております。また、子育て世代には家族で地

域の魅力を体験し、それを次の世代に伝えられるような暮らしと観光がつながる場

が大切だと考えております。 

 こうした主体的な関わりが広がることで、観光政策が地域への愛着や誇りの醸成

につながるものと認識しており、町としても関わりやすい環境づくりに努めてまい

りたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 世代を限定してということじゃないんですけど、やっぱり一番

訴えたい世代、これから主体的にこの町を担っていただく世代はこういった世代の

方なのかなと思いますので、ちょっとお聞きをしました。 

 では、いろいろこういう世代とか、各イベントとか、点々で存在する、点在する

イベントや活動を線としてどのようにつなぐお考えかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 点在するイベントや活動を線でつなげる取組について

は、来訪者の本町での滞在時間が延びることによりまして、観光消費の促進につな

がるものと考えております。この点を踏まえまして、今後もイベント同士を結びつ

け、周遊を促進するような仕組みを構築、強化していきたいと考えているところで

す。 

 この線についてはいろいろ考え方があると思うんですけども、私はこの線は日野

町が持つストーリーであったり物語、テーマであるかなというふうに考えておりま

す。 
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議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 各イベントといいますか、私、１つ、これ、簡単な一つの例な

んですけど、子育て世代と、町と、観光といいますかそういうところをつなごうと、

思ったときに、日野ブランドがどう生きるかなと思ったときに、例えばスポーツ教

室。スポ少やカルチャー教室において大会等がございます。そういったところで日

野ブランド、近江日野商人、蒲生氏郷等を冠につけた大会を、一部開催されている

ところもあるかなと思うんですけども、そういった大会で各他の市町から来られた

方が、観光施策とともに、例えばパンフレットとかいろんなものが、物品的なもの

も、支給も含めて、そういったことをされると相乗効果があるのではないかなとい

うふうに思っていて、国スポ・障スポがそういったある意味大きなイベントやった

んですけども、そういった節があったのかなと思っています。 

 こういった例えば子育て世代とかそういう教室をされている方、なかなか資金面

とか、例えばユニフォームとかいろんな物をそろえたりとか、結構困られている部

分があるんです。そういったときに、スポンサーが入ったりというのもあるんです

けど、なかなかまだ子どもたちというのは、スポンサーがついて商業的にというよ

りかは、やっぱり町が応援している団体だよということをほかの市町に応援できる

ことがあればありがたいなと思いますし、宣伝効果にもなるのかなというふうに思

います。 

 日野のミニバスであれば、ＡＫＩＮＡＩ ＣＵＰというものが昔から行われてい

た。ＡＫＩＮＡＩというのは商いです、商売の。これが昔から大谷体育館で開催を

されています。ただ、恐らく保護者の皆さんは、何でＡＫＩＮＡＩ ＣＵＰなのか

はあんまり知られていない。お聞きしたので僕も初めて知ったんですけど、そうい

ったところが幾つか存在的にあると思うので、そういったところを観光政策とぜひ

つなげていただきたいなというふうに思っています。 

 それでは、５つ目、大きくテーマを変えまして、デジタル時代の観光発信につい

てお聞かせいただきたいなと思います。 

 ＳＮＳとか動画、デジタルマーケティングの強化方針はあるかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） ある民間の会社の調査によりますと、旅先を選ぶ際、

60.8パーセントの方がＳＮＳを重宝するという回答がされているところです。 

 こういった結果からも、ＳＮＳ対策が誘客や町の魅力発信の鍵であると考えてお

ります。強化をする必要があると考えているところです。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 強化する必要があるとお聞かせいただきました。 

 では、現在の情報発信の体制を十分と考えておられますか。 
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議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） ＳＮＳなどを活用した観光情報の発信は、現在、主に

観光協会におきまして、インスタグラムやフェイスブックなどを通じて発信を頂い

ているところです。 

 しかし、発信の体制など、改善すべき課題があると考えているところでございま

す。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 発信の体制等は改善すべき課題があると考えているということ

で、例えばインスタやフェイスブック等があるんですけども、今現在新しく検討さ

れているツールやコンテンツはございますか。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 今のところ新しいツールというのは考えられてはない

んですけども、今後新しいツールが出てくるようでしたら、それに対応するべきか

なというふうにも思います。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 新しいツールの発掘であったりとかコンテンツの立ち上げ等は、

やはり担当職員さんの力量等にもよるのかなと思うんですけど、そこで、体制の変

化があっても継続をしていける、町はすぐ終わりませんので、継続をしていける発

信体制は構築されているかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 体制の変化があっても継続できる発信体制につきまし

ては、情報発信など得意、不得意などが分かれる部分でもありますが、誰がやって

も一定レベルの水準で実施できるよう、仕組みの整備が必要であると考えていると

ころです。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 誰がやっても一定、同レベルの水準で実施できるようというの

はちょっと難しいところではあると思うんですけど、まずはやるかやらんかなと思

っています、発信を。個人のアカウント等で発信をされている職員さんもやっぱり

おられますし、継続的に。ただ、あまり各個に、そこでできるんじゃないかという

ので委ねてしまうと、これはもう担当、行政としては、これはやっぱり考え方とし

て違うのかなと思います。かなり属人的に、その方によって左右してしまうという

ことはあると思いますので、やはりここは民間の業者も含めて、どういった方法が

あるのかは、職員さん頼りというよりかは、民間も手を入れながらどういったこと

が定期的に発信をしていけるのかをしっかり考えていただければなと思いますの

で、私もちょっと一緒に考えていきたいなと思っています。 
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 そうしたら、最後、大きな６項目め、ビジョンについて、これからの日野町観光

ビジョンについてお聞かせを頂きたいんですけども、まずはちょっと課長にお聞か

せを頂きたいんですが、先ほど１つ目のテーマのところで、日野は量ではなく質で

あると。この量ではなく質を重視した観光戦略への転換についてどういうふうな見

解を持たれるかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 日野らしさを打ち出して他市町との差別化を図る、質

を重視した観光施策を進めることが重要であると考えているところです。 

 一方、一定の量を求めることも必要かと考えており、打ち出し方を変えることに

よりまして、双方を柱とした形で取組を進めたいと考えております。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 日野らしさ打ち出しということです。 

 ただ、一定の量も求めることも必要であるということで、ここでＤＣと呼ばれて

いるもの、デスティネーションキャンペーンがこの後また控えておるというふうに

思います。これに関しては、ＪＲグループ６社と自治体、地元観光業者、旅行会社

が一体となり、特定の地域ＰＲをする日本最大級の大型観光キャンペーンというこ

とで、今、コンセプトは、癒やしがいっぱい滋賀リズムということで、県のほうも

やられています。2027年の10月１日から12月31日が本日という形なんですけども、

ここへの期待度と現在の体制整備はどうですか。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 滋賀県といたしましては27年ぶりの実施となる大型観

光イベントであり、その効果への期待は非常に大きなものがございます。しかし、

本キャンペーンが本町の観光を劇的に変えるものかといえば、それだけでは難しい

と考えているところです。このキャンペーンはあくまできっかけやスタートの場で

あり、未来を見据えた仕掛けづくりを行う機会であると捉えております。この機会

を生かして、町と地元の事業者がふだん取り組むことが難しい観光施策に挑戦し、

新たな可能性を追求する場として活用していきたいと考えているところです。 

 また、体制面ですが、町と観光協会、事業者などが連携し、官民一体となって取

組を進めていけるよう考えているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） この少し前からＤＣというふうな言葉がございました。ＪＲ沿

線ではございませんし、近江鉄道が通っているといえども、そこまで来ていただく

公共交通はなかなか厳しいというところもありますので、期待はしているけども、

国スポとか障スポほど大きな体制で組むというよりかは、そのきっかけづくりとし

て今回のＤＣキャンペーンをしっかりと活用するというふうな認識かなと思って
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います。 

 そういったＤＣキャンペーンも踏まえて、最後、副町長にお聞きをしたいんです

けども、文化、教育、地域経済を横断した観光ビジョンの現在地をどのように感じ

られているかお聞かせ下さい。 

議長（杉浦和人君） 副町長。 

副町長（安田尚司君） ありがとうございます。観光の部分につきまして、いろいろ

ビジョン、それを今現在、計画として進めているところでございます。そうした意

味では、今回の福永議員の視点といいますか、各方面にわたる視点というのは非常

に示唆に富んだ部分があったなというふうに思っております。 

 そうした部分では、先ほどからずっと話が出ていますように、まずはいわゆる町、

日野町の本質の部分をしっかりと押さえていく、それはコアバリュー的なところで

すけども、それをしっかりと言語化していって、それを町としてしっかりと町民さ

んに、いわゆるシビックプライドの醸成とともにしっかりやっていこうということ

を今の段階の中で進めているわけでございますが、先ほどおっしゃったように、歴

史文化、教育というのは、一定、そうした中でつながるビジョンという形をつくら

せていただいていますけども、実際には地域経済とのつながりが非常に弱いのでは

ないかというのを感じております。その部分につきましては、今の国からのご支援

いただいている支援員さんの条例も受けながら、また先ほどおっしゃっていただい

たようなデータ収集も含めて、これからのビジョンを見直していくというところに

なるのかなというふうに考えております。 

議長（杉浦和人君） 福永晃仁君。 

２番（福永晃仁君） 副町長のほうから答弁いただきました。中期的なことを、５年

から10年後も踏まえてお話しいただいたのかなというふうに思っています。 

 今回、私がこの質問を取り上げさせていただいたのが、観光ビジョンを見させて

いただいて、２ページに書いています、１番、観光ビジョン策定の目的、添付資料

にもつけていますけども、時代の変化に対応して持続可能な観光の在り方について、

基本となる方向性や、町民や各種団体と共有するとともに、今後の観光施策に反映

させていくため、日野町観光ビジョンを策定しますということで書いておられます。 

 まず、この共有というところがまだまだこの観光ビジョンは足りていないのかな

と思いますし、私はふだんなかなか観光というものを、職にもしていませんし、あ

まりしっかりと関われていないなというところがあるんですが、日野の今、観光、

一番大事なところは、普通に生活をされている方が日野を、観光地じゃないねけど

も、日野の観光は私たちの暮らしにあるんだということを感じてもらうこと自体が、

歴史文化のこれからの保存にも、活用計画にもつなげていけると思いますし、そう

いったところがやはり特に私たちの世代はまだまだ薄いのかなというふうに思っ



2-69 

ています。ですので、関係団体とか観光協会さんも含めて、かなり一生懸命、商工

観光課も含めてやっていただいていると思います。その中で、やっぱりビジョンの

共有を再度町民さん、それから関係団体さんとしていただきたいということを願い

まして、私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

議長（杉浦和人君） ここで暫時休憩いたします。再開は16時10分から再開いたしま

す。 

－休憩 １５時５７分－ 

－再開 １６時０９分－ 

議長（杉浦和人君） それでは再開いたします。 

 休憩前に引き続き、一般質問を許可いたします。 

 11番、後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） それでは、私からは大きく３点お尋ねしたいと思います。 

 まず、１つ目は分割方式にてお尋ねします。名神名阪連絡道路計画の進捗と日野

町内へのインターチェンジ設置に向けた取組について伺いたいと思います。 

 名神名阪連絡道路は、日野町の将来の産業振興や防災力の向上、国道307号の渋

滞緩和に不可欠な基盤です。日野町議会としても、14人中12人の議員で名神名阪連

絡道路整備促進日野町議員連盟を組織し、本年４月30日には滋賀県、県土整備部道

路整備課高速・幹線道路推進室から担当者を招いて勉強会を開催するなど、本道路

計画の早期着工と供用開始に向け、本年度より活発な活動を行っていくこととして

おります。 

 現在、国・県においては計画の具体化に向けた調査、検討が進められております

けれども、本年度の具体的な進捗予定および町民の関心が高い町内へのインターチ

ェンジ設置に向けた当局の対応などについて伺いたいと思います。大きく４つ伺い

ます。 

 まず、１つ目ですけれども、今年度の進捗予定と事業の現在地についてお尋ねし

たいと思います。国・県による調査、検討の最新状況と、今年度に予定されている

具体的なプロセス、パブリックインボルブメント（ＰＩ）とか、パブコメであると

か、こういったものの実施状況やルート案の提示時期などを伺います。 

 ２つ目に、日野町内へのインターチェンジ設置要望につきまして、町内へのイン

ターチェンジ設置は地域の活性化の鍵となります。現在、町としてどのような場所、

あるいは形態での設置を県や国に働きかけていらっしゃるのか。また、設置に向け

た技術的、経済的な課題に対する当局の認識はどうか。この辺りを伺います。 

 ３つ目に、周辺道路網の整備とまちづくりへの影響について伺います。本連絡道

路の整備に併せ、アクセス道路となる既存の市街地や工業団地周辺の道路整備をど

のようにリンクさせていくお考えか伺います。 
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 ４つ目に、広域連携と促進活動の強化についてということで、沿線の３市１町、

東近江市、甲賀市、伊賀市、日野町ですけれども、の連携状況と今後の国への要望

活動の戦略を伺います。 

議長（杉浦和人君） 11番、後藤勇樹君の質問に対する当局の答弁を求めます。 

 町長。 

町長（堀江和博君） 名神名阪連絡道路計画についてご質問を頂きました。 

 １点目の今年度の進捗状況については、県において広域に実施された第２回の意

見聴取結果の分析や将来の交通流動、整備効果を分析されており、今年度は第４回

の有識者委員会に向けて準備が進められています。 

 事業の現在地については、引き続き道路整備の事業主体や事業スキームについて、

国と県が協議を進めているところです。 

 ２点目の町内へのインターチェンジの設置要望については、ルート帯が示されて

いない現在では、特定した場所への設置要望はいたしておりません。 

 また、設置に向けた技術的、経済的な課題は、ルート帯が分からない現時点にお

いては、どのような課題が発生するのかの想定が難しいところです。 

 ３点目の周辺道路網の整備とまちづくりへの影響については、町内では新設道路

の整備要望が多くあり、今後名神名阪連絡道路のルート帯が示されれば、要望され

ている道路整備と連携させ、周辺道路の整備に取り組む必要があると考えます。 

 また、道路が整備されることで新たな人流、物流が生まれることが期待できるも

のと考えます。 

 ４点目の広域連携と促進活動については、当該連絡道路が通過する３市１町のほ

かに、名張市、近江八幡市、湖南市、竜王町を加えた６市２町にて期成同盟会を組

織しており、毎年早期実現に向けた要望活動を行っております。 

 活動内容としては、年に２度、中央要望実施しており、近畿地方整備局や中部地

方整備局、滋賀県、三重県にも年に一度の要望活動を実施しております。今年度は

中央要望に代えて促進大会を東京で開催する予定となっており、機運を高める取組

が計画をされております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） それでは、再質問をさせていただきたいと思います。 

 今、町長のご答弁の中に、年４回の有識者委員会に向けて準備が進められている

ということでございますけれども、この有識者委員会の委員構成、これを教えてい

ただきたいと思いますのと、開催はいつ頃を予定していらっしゃるか伺います。 

 また、事業主体や事業スキームがいまだ確定していないということが、住民や沿

線の事業者などに本道路計画の進捗が見えてこないことの大きな要因であると考

えられると思います。令和６年３月議会に、一般質問におきまして、私のほうから
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名神名阪連絡道路計画の進捗と現在の課題、今後の見通しについてと題して質問し

たときから２年たっておりますけれども、国・県の協議は進展がございましたでし

ょうか。 

 また、事業主体や事業スキームの確定はいつ頃になるか、見通しが分かれば教え

てほしいと思いますし、第４回の有識者委員会も含めて、本年度は本道路計画をど

の程度前進させられる見通しかも伺いたいと思います。 

 また、住民および町内立地企業などからの要望などが出ているようなら、その具

体的な内容と、それらに対する町の対応を伺います。 

 ２つ目につきましても、ルート帯が示されていない現状ではインターチェンジの

設置要望が出せないというふうに今ご答弁いただきましたけれども、逆に、町内に

インターチェンジ設置を積極的に要望していくことによって、ルート帯も決まって

くるのではないかと。そういう意味では、インターチェンジ設置要望は今こそすべ

きときなのではないかというふうに私は思うわけですけど、いかがお考えでしょう

か。 

 また、技術的、経済的な課題につきましても、ルート帯が未定の段階では想定が

難しいというご答弁でしたけれども、北陸新幹線を例にとりますと、小浜ルート、

米原ルートが確定しない現段階でありましても、それぞれに技術的、経済的な試算

が行われて、協議が行われております。そういう意味でも、町内立地事業所などの

要望を取りまとめて、その経済効果などを数字で示した上で、具体的なものを持っ

てこちらからインターチェンジ設置と並行して、当町にとって最も有益なルートを

要望する姿勢があってしかるべきと考えますけれども、ご見解を伺います。 

 ３つ目につきましては、大変前向きなご答弁いただいたというふうには思ってお

りますけれども、周辺道路についてさらに具体的な路線名を挙げて、もう少し深掘

りした質問をさせていただきます。 

 まず、名神名阪連絡道路が完成して町内にインターチェンジが設定されたと仮定

して、その場合、第一、第二工業団地やダイフク滋賀事業所さん、現在計画中の松

尾・鳥居平工業団地（仮称テクノパーク日野）などの町内立地事業者は、物流の円

滑化などで大変大きな経済効果が見込まれ、それは同時に町としても税収面での増

収、安定化に寄与するものと予想されます。 

 同時に、従業員の増員もやはり予想されることから、町内における雇用の安定化、

それに伴う移住定住の促進にもつながり、これらは大変大きなメリットであるとい

うふうに考えますが、同時に人の流れも今まで以上に増えることになり、これらの

工業団地に直接アクセスする国道307号の再整備や、現在第２工区のバイパス化が

計画されている県道西明寺安部居線改良工事のさらなる進捗円滑化、以前から何度

も一般質問で取り上げております中在寺安部居地先から必佐地区を結ぶ新たな路
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線の開発計画などが期待されます。当局はこれら工業団地周辺の個々のアクセス道

路網整備について、具体的にどのような計画を持っていらっしゃるか伺います。 

 ４つ目ですけど、広域連携と促進活動の強化について伺いたいと思います。 

 東近江、甲賀市、伊賀市、日野町の沿線３市１町に加えまして、名張市、近江八

幡市、湖南市、竜王町も加えた６市２町で期成同盟会を組織して、毎年２度の中央

要望と近畿中部の地方整備局、滋賀県、三重県にも要望活動を実施しているという

ご答弁でございましたけれども、その要望活動によって成果というものは上がって

おりますでしょうか。また、令和５年４月に国より本道路計画の全線が重要物流道

路の計画区間に指定されましたが、それから３年が経過しているにもかかわらず、

毎年行われている期成同盟会での要望活動の成果が見えてこず、先述したとおり、

いまだに事業主体や事業スキームが確定されていないという状況が続いておりま

す。段階ごとの進捗に要する期間など、期成同盟会における広域連携での目標設定

というものはできておりますでしょうか。要望活動自体が形骸化してはおりません

でしょうか。目標設定や活動内容は今のままでよいのでしょうか、伺います。 

議長（杉浦和人君） 建設計画課長。 

建設計画課長（杉本伸一君） 後藤議員より再質問いただきました。 

 まず、１点目の今年度の進捗の予定と事業の現在地に関して、まず有識者委員会

の委員構成についてでございます。構成につきましては、大学の教授が４名、滋賀

トラック協会の方が１名ということで、５名で構成がされています。 

 第４回目の有識者委員会の開催の時期につきましては、今のところまだ予定とい

うようなところは決まっていないということで、県から報告を受けているところで

す。 

 次に、国と県の協議における進展については、現在も国と県で協議が続いている

状況でございます。 

 その中で、協議の進捗の状況というところの中で、まず先行区間を示す中で優先

区間を決めて進めていくところが出てきているところと、これからこの道路が必要

であるというところにつきましては、広域的、全国的にこの道路の必要性を示すこ

とが大事であるというところの報告を受けているところでございます。 

 事業主体や事業スキームの確定時期についてはということでございますが、こち

らにつきましても、まだ時期については未定というところで報告を受けているとこ

ろでございます。 

 今年度の前進させる見通しとしましては、名神名阪連絡道路の必要性を示すため

にも、早期に第４回目の有識者会議を開催していくことが大切であると考えており

ます。 

 住民や町内の立地企業の要望状況につきましては、毎年日野町では国道307号の
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渋滞対策会議を開いております。そこに町内の企業さんがたくさん出席を頂いてお

ります。その中で、一刻も早くこの道路の整備が進むように、なかなか企業の開発

というか企業が取り組まれているスピードと道路のスピード、道路のスピードはど

うしても遅くなってしまうので、少しでも早く道路が開通するように取り組んでほ

しいと毎年強く要望を頂いているところでございます。 

 ２点目の、町内のインターチェンジの設置の要望につきましては、要望するなら

今この時期ではないかということでご指摘を頂きました。町としてはどの位置に設

けることが最も効果的なのか、設置自体が可能なのか、調査研究をすることが必要

かと考えております。まずは県と意見交換を行い、情報を収集していきたいと考え

ております。 

 最も有益なルートを示すためには、町の将来的な経済効果を数字で表すことは大

変必要なことかと考えております。県の意見交換だけでなく、商工観光課や交通環

境政策課、税務課とも情報を共有しながら、数字での評価というところを取り組ん

でいければというふうに考えております。 

 ３点目の工業団地周辺のアクセス道路の整備状況についてでございます。国道

307の再整備につきましては、この５月に、仮称ではありますが安部居バイパスと

いうことで、町から提案した計画を現地視察ということで県のほうから現地に来て

いただいて、視察を行っていただいているところでございます。来年度の滋賀県道

路整備アクションプログラムに採択されるように取組を進めているところでござ

います。 

 県道西明寺安部居線につきましては、今年度予備設計業務が発注予定であり、計

画に基づいて整備が進められているところでございます。 

 中在寺地区から必佐地区を結ぶ新たな路線につきましては、こちらの路線につき

ましては町道になっておりますので、現在町では町道の西大路鎌掛線のほうを最優

先で進めているところでございますので、この路線については現在計画はないとこ

ろではありますが、今後整備が必要な路線であると考えておるところでございます。 

 ４点目の要望活動の成果というところでございます。要望活動につきましては、

国への要望を年に２度行っております。要望活動時の国からのコメントでは、この

道路は必要な道路であると、そこまで回答を頂いておるところでございます。地元

の熱い思いが国に伝わっているものと思っております。 

 要望活動をする上で目標設定というところで、期間的な目標というようなところ

は盛り込まれてはおりませんが、継続して必要なタイミングで効果的な要望活動を

行っておると考えております。町としては、期成同盟会の副会長として、引き続き

要望活動に取り組んでいければと考えております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 
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11番（後藤勇樹君） 具体的に町内立地企業からもご要望を頂いているということで

すので、ぜひしっかりと進めていただきたいですし、また県だけではなくて、今、

課長おっしゃられたように、商観であるとか交通環境政策課ともしっかりと連携し

ながら、少しでも早く進むように尽くしていただきたいというふうに思います。 

 また、安部居バイパスはじめ、周辺道路のアクセス、こういったものも非常に重

要になってまいります。特に今現在、307は渋滞だけじゃなくて、やはり自転車な

どが絡む事故も非常に多いというふうに、県平均あるいは全国平均の２倍というふ

うに伺っておりますので、その辺の解消に向けてもぜひ名神名阪連絡道路と並行し

て進めていただきたいというふうに思います。 

 余談になりますけれども、昨日午前中に甲賀市議会のほうから甲賀市の名神名阪

連絡道路の議員連盟さん、役員さんが４名お越しになりました。当方では、非常に

残念ながら、全員議員が議連に、日野町議会、入ってほしいなと思ったんですけれ

ども、残念ながら共産党のお二人が入っていただけなかったので12人ということで

すけれども、甲賀市のほうでは共産党の議員さんも役員になっていらっしゃって、

うちではなってもらえなかったって話したら、なぜなんでしょうねってその共産党

議員さんも不思議がっていらっしゃいました。ぜひ議員さんのほうにもご理解を頂

いて、全員が入るように私も努力していきたいと思いますので、町のほうもぜひ

県・国と連携しながら、あるいは横のつながりもしながら、進めていただきたいな

というふうに思います。 

 それでは、２点だけ再々質問をさせていただきます。 

 ２番目と３番目の質問についてだけ再々質問しますけれども、まず２つ目の日野

町内へのインターチェンジ設置要望についてでございますけど、同じ蒲生郡内の竜

王町に目を向けますと、名神高速の竜王インターがあって、その周辺が整備された

というおかげで、ダイハツをはじめとした工業団地が非常に活況となっております

し、また三井アウトレットパークですか、も誘致できて、2014年、18年、22年、24

年には普通地方交付税の不交付団体にまで竜王町はなっていらっしゃるわけなん

ですね。このことからも、物流道路など高規格道路のインターチェンジが町内にで

きると、町にとって、ひいては町民生活や町民福祉にとって莫大なメリットがある

ということがお分かりいただけると思います。特にその辺、杉本建設計画課長はよ

くご理解いただけているというふうに思います。ご地元ですのでね。 

 そのことが十分に周知できているでしょうか。住民のほうにもそのメリットとい

うのは理解できているでしょうか。道路は道路だから、私らには関係ないと思って

いらっしゃる方、多いかもしれませんけども、こういった物流道路が整備されます

と、先ほどからお話ししているように、やはり税収アップにつながれば、それだけ

お一人お一人の住民さんに対する町民福祉、住民福祉というのがぐっと向上してく
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るわけですので、その辺も理解していただけるような周知の方法というのをぜひ考

えていただきたいなというふうに思いますし、ぜひともインターチェンジ設置と、

それを前提としたルート帯の提示要望を具体的に計画して取り組んでいただきた

いというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。この２点をお伺いしたいと

思いますし、もう１つ、周辺道路網の整備とまちづくりの影響についてお伺いした

いと思いますけれども、名神名阪連絡道路が完成した暁には、周辺道路網が整備さ

れていることも重要であることは先ほどお話ししたとおりでございます。特に県道

西明寺安部居線、東部広域農道、現在工事が進捗中の町道西大路鎌掛線は、経済面

や交通安全の面にとどまらず、30年以内に非常に起こる確率が高いといわれており

ます南海トラフ地震をはじめとした災害時のダブルネットワークとして大変重要

な意味を持っております。ですが、道路網の整備は、同時に今後継続されるメンテ

ナンスのコストの確保も必要になることを意味します。 

 そこで、先の３月議会の一般質問でも提案しましたけれども、永源寺の山上から

東桜谷、西大路、鎌掛を通って土山に至る広域農道と町道西大路鎌掛線を県道に移

管してもらえるよう、県に要望していただきたいと思います。特に東部広域農道は、

その整備について過去の経緯もあることから、全く無理な話とは私は思っておりま

せん。県への移管に向けて将来的に話をすることが県に対してできるでしょうか。

この辺を伺いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 建設計画課長。 

建設計画課長（杉本伸一君） 後藤議員より再々質問を頂きました。 

 ２点目の、インターチェンジの設置やルート帯の提示要望を具体的に取り組んで

はどうかというところでございます。 

 まずは滋賀県と意見交換を行う中で、多くの情報を収集していきたいというふう

に思っております。インターチェンジの設置やルート帯、どういうところにするの

がいいのかというところ、いろんな情報を県から入手していき、調査研究のほうを

進めていければというふうに思っております。 

 将来を見据えた効果につきましては、担当課だけでなく、関係課や議員連盟さん

とも連携をしながら取組を進められればというふうに考えております。 

 周知につきましては、この調査を進める中で道路整備効果を取りまとめた中で周

知ができていければというふうに考えております。 

 ３点目の、周辺道路の道路整備に伴って、将来的に広域農道や町道西大路鎌掛線

の県道移管について質問を頂きました。 

 町としては、町道西大路鎌掛線が完成することで東部広域農道と接続され、国道

307号のバイパス道路になるというような形で計画のほうは進めております。 

 県道へ移管につきましては、東部広域農道が県で整備された経過もありますので、



2-76 

将来を見据えて県道移管を県と相談していくことは可能かと考えております。しか

しながら、まずはそのような相談ができるように、町道西大路鎌掛線が早期完成と

なるよう精いっぱい取り組んでいきたいと考えておるところでございます。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） いずれにしましても、この名神名阪連絡道路、着実に前進して

いるというのは分かるんですけれども、なかなか住民さんの目に動きが分かっても

らえないんですね。いろいろなところで今も示していただける機会は利用していた

だいているとは思うんですけれども、さらに周知を広げていただくために、前にも

お話ししましたけれども、例えばのぼり旗を設置するとか、先ほどお話ししました

ように、これが単なる道路の話だけじゃなくて、結果的には住民福祉に非常に大き

なメリットがあるんだということも含めた上でのアピールというのもぜひ考えて

いっていただいて、住民さんの声を味方につけるという言い方はおかしいんですけ

れども、住民さんとともに前へ向かって進んでいけるような、そういう名神名阪の

連絡道路の着工、あるいは共用に向けた運動、動きというのをしっかりとやってい

ってほしいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは、２つ目の質問をさせていただきます。 

 ２つ目は、一問一答で、日野の新たな文化創出と滋賀デスティネーションキャン

ペーンへの取組についてお伺いしたいと思います。 

 このデスティネーションキャンペーン、ＤＣって略して言いますけど、先ほど福

永議員からも一部質問ございましたけれども、先の３月議会の一般質問で、私は、

日野町に脈々と受け継がれてきた文化財や民族文化、自然や景観などの文化遺産を

時代に合った方法で保存、継承、活用していくための計画について、質問や提案を

行わせていただきました。昨年12月末に日野町文化財保存活用地域計画が文化庁の

認定、これ、県内11番目でしたけれども、を受けることができまして、日野のたか

らサポーター養成講座にも、昨年度は39人、延べ237人に受講していただいたこと

なども含め、日野町における文化の保存、継承に向けた官民協働の取組は大変すば

らしいものであるというふうに感じております。 

 しかし、守る、継承するなどの過去の文化遺産に向き合う保守的な姿勢ばかりで

は、進取のまちづくりを自負する日野町としては一抹の寂しさや物足りなさを感じ

ます。近江日野商人は、当時の商いの枠にとらわれることなく、関東など各地に赴

き、失敗をおそれず、新たな商いの道に果敢に挑戦しておられました。新たな文化

の創出という点においても、ぜひ当時の日野商人のスピリットを発揮していただき

たいというふうに思っております。 

 そこで、今回の一般質問では、日野町において現在進行形で大切にされている

数々の文化や、それらの融合から生まれる新しい文化の創出や活用について質問お
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よび提案をしていきます。 

 まず、ちょっと町長に伺いたいんですけれども、過去の文化遺産に対して、守る、

継承するなどの保守的な取組だけでなく、進取のまちづくりを掲げる日野町として、

令和のこの時代の新たな文化創出についてどのような認識をお持ちか伺います。 

議長（杉浦和人君） 町長。 

町長（堀江和博君） 文化創出と滋賀デスティネーションキャンペーンについてご質

問いただきました。 

 令和の時代の新たな文化創出につきましては、令和６年12月に文化庁の認定を受

けました日野町文化財保存活用地域計画に位置づけられている取組は、先人が築い

た日野を日野たらしめている歴史文化を深く理解し、それを現代の知恵でどう未来

に生かし、新たな文化創出につなげるのかを模索するものでございます。 

 令和の時代における新たな文化創出は、この歴史文化をイノベーションの原動力

として、役場はもちろんのことですが、町民の皆さんも主体になって新たなにぎわ

い、コミュニティー、表現活動を生み出していかれるという、そういったことでは

ないかなという認識を持っております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 今、町長のご答弁では町民の皆さんが主体となって新たなにぎ

わいをということでございますけれども、そのとおりであるとは思うんですけれど

も、日野町はかつて７つの町と村が１つに合併して今日に至っているわけですけれ

ども、それぞれの各村、元の村とか町に文化が脈々と今も受け継がれておりまして、

それが今の地域の公民館活動とか村の中の活動に生かされておりまして、こういっ

たものが文化の継承につながってきたという経緯もございます。 

 これ、すばらしいことやと思っておりますけれども、逆に、そのためにお隣の村

であっても隣の村が何をしているのか知らないとか、どんな催事あるいは法要があ

るのかも知らない。あまりにも昔からの脈々とした地域文化が根差し過ぎていると

いいますか、それが周りとのコミュニケーションとか連携をとるということに対し

てはちょっと支障になっている部分というのもございます。 

 そういったところの接着剤としては、やっぱり行政が間に入っていく必要という

のはあるんじゃないかと思いますけれども、この辺、行政の関わり方についてどう

いうふうにご見解をお持ちか伺いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 根強い地域の文化やそういうものが隔たりになって、

地域の中での実態の融合がなかなか進まないのではないかというようなこともあ

るかと思います。 

 しかしながら、大きな単位で見ると、我々のところは東桜谷地域であったり西桜
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谷地域というような形で、それぞれ自治会が集まってその融合が始まっているとこ

ろでもございます。 

 また、それが日野町という形で今、近江日野商人を中心としたストーリー性のあ

る、そのようなコンテンツをつくっていこうというようなこともありますので、そ

こを私たちが町民の方々に示しながら１つの日野町をつくっていきたいな、そんな

ふうに思っているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） では、その示しながらというのは具体的にはどういうふうに示

していかれるのかちょっと伺います。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 今までお示ししたとおり、日野町には古い文化、それ

から田舎、自然といったようなものがありますが、その土台にはやはり近江日野商

人であったり蒲生氏郷といったような、歴史をつくり上げていただいた先人がいる

わけでございます。そのようなものをテーマやストーリーにしていきたいなという

ふうには考えているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 今、地域文化につきまして加納商工観光課長にお話伺いました

けれども、日野町全体として見たときに、ちょっとこれ、歴史文化財担当課長にお

話を伺いたいと思いますけど、文化財というのは今までも何度も私、一般質問で申

し上げますとおり、一回失われたら、もう二度と、これ、戻ってこないものですね。

そっくりのものを、例えば文化財、作ることができたとしても、それは今作ったも

のでございますので、二度と元に戻らない大変貴重な歴史遺産と認識しておりまし

て、町民一人ひとりが誇りにしてほしいと思うと同時に、それを守る責任が一人ひ

とりにもあるんだという、そういうふうにも思っておりますが、町民や時には議員

からも、ちょっと、これ、悲しい言葉を聞くことがあります。 

 守るべき文化財が増えると、将来の子どもの負担が増えてしまうことになるので

はないかというような声をお聞きすることがありまして、残念に思うことがありま

す。このことについて課長はどのように受け止めていらっしゃるか伺います。 

議長（杉浦和人君） 歴史文化財担当課長。 

生涯学習課歴史文化財担当課長（岡井健司君） ありがとうございます。文化財はか

けがえのない宝であるということで、心強いお言葉を頂戴いたしました。 

 おっしゃっていただきますように、日野を日野たらしめている宝であり、子ども

にとっては学びの教材であり、また今日テーマに上げていただいております観光で

も貴重な素材となるということでございます。 

 我々が守る責務は当然ございますが、責任ばかりを前に出しますとちょっとしん
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どい方もいらっしゃるということでございますので、まずは気楽に学び、楽しんで

まちづくりに活用いただいて、結果としてこれが受け継がれていく、そのような取

組、抽象的ではございますが、考えていきたいというふうに思っております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 堅苦しく思わずにということでございますけど、多分100年前、

200年前の、もっと前の方々も、文化とか文化財というものをすごい意識して、守

っていこうとか、継承しようとかというような意気込みを持って継承してこられた

のとはちょっと違うと思いますね。普通に日々の暮らしをしたり、仏様に手を合わ

せたりという祈りの文化をやっている中で、それが脈々と受け継がれて今日に来た

ものを、我々が文化だとか文化財と呼んでいるということですので、そういう気持

ちを町民一人ひとりがやっぱり持っていただくという、これが大事じゃないかなと

いうふうに思うわけなんですけれども、そういう思いで今までの文化財を、結果的

には守ってこれたわけですけれども、文化も。 

 ただ、３月議会で私がさせていただいた質問は、先ほどお話ししたように守って

いくにはどうしたらいいかですけれども、今回その続きとして、こういったいろん

な文化を、シナジーといいますか融合させて、新しい今の、現代の文化というのを

創出できないかというふうに思うんですね。それが、先ほど福永さんもおっしゃっ

ていたＤＣ、デスティネーションキャンペーンの一つの大きなテーマでもあるとい

うふうに思います。 

 ですので、ここではまた商工観光課長か、あるいは交通環境政策課長かちょっと

分かりませんけれども、にデスティネーションキャンペーンについて伺いたいと思

うんですけど、日野町では2027年秋に、県内で27年ぶりに開催される滋賀デスティ

ネーションキャンペーン、以下ＤＣと呼びますけれども、に向けた準備が進められ

ているというのは先ほどの答弁でもお話伺ったところでございます。町を挙げて観

光コンテンツの創出や受入れ体制の強化が進められており、伝統文化や自然を生か

した新たな魅力の発信が期待されているところでもございます。 

 そこで、ＤＣに向け、具体的にはどのようなコンテンツ創出を予定していらっし

ゃるのか。どのような形態での受入れを考えていらっしゃるのか伺います。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） どのようなコンテンツを創出予定しているか、また、

どのような形態での受入れを考えているかについてご質問いただきました。 

 まだまだそのコンテンツに向けていろいろ協議しているところではございます

が、例えば日野祭とか豪華絢爛な曳山体験、それから陰徳善事の心を知る近江日野

商人御膳を食べていただく、それから町なかをフィールドとした謎解き、それらを

いろんなテーマや物語とつながっていくような形で展開していきたいなというふ
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うに思っているところです。 

 また、どのような形でということですけども、やはり先ほどもお答えしましたと

おり、日野町のおもてなしの心を前面に出しながら、来ていただいた方にまた来た

いなと思ってもらえるような、そんな思いでこのコンテンツを考えて取組をしてい

ければなというふうに思っているところでございます。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 日野祭を体験していただいたり、そこで祭りばやしを体験され

たりというお話ですけれども、本年がプレですよね。来年が本番で、再来年がアフ

ターということですので、プレは今年ですので、もう日野祭、終わっているわけな

んですね。その辺を含めて具体的に考えていただいているのか。 

 プレ、本番、アフターと全部単発で考えていらっしゃるんでしょうかね。私は、

どっちかいうと、プレ、本番、アフターと連携してずっと育てていったものを、Ｄ

Ｃが終わった後は日野の文化として定着させていくと。そのための、さっき加納課

長もおっしゃったとおり、これはきっかけづくりなんだというふうに考えているわ

けなんですけども、その辺、お考えを伺います。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 後藤議員おっしゃったとおり、これはきっかけづくり、

ある意味チャレンジであるかなというふうに思っています。ですので、今年と、来

年が本番、プレ、本番、それからアフターとあるんですけども、この３か年だけが

全てではないと思っています。この３か年の中で、いろんな気づきやったり、こう

していったらいいというようなブラッシュアップもするところもありますし、発見

もあると思いますので、その中で今まで見つけられなかったコンテンツを探してい

ければなというふうにも思っておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 私は、このＤＣをぜひ、日野の文化財の宝庫といわれておりま

すし、文化財あるいは文化というものを広く発信していくためのきっかけづくりに

できればなというふうに思っているわけなんです。 

 なので、ちょっと今の続きですけど、今度は歴史文化財担当課長にぜひお伺いし

たいと思うんですけれども、と商工観光課長にもお尋ねしたいと思うんですけど、

ＤＣコンテンツの創出におきましては、今、私お話ししたように、単にその場だけ

のイベントにしてしまうんじゃなくて、文化財の宝庫といわれる日野らしさを発信

して、そしてＤＣ終了後も文化財の宝庫として広く認識をし続けてもらえるような

取組を期待しております。 

 こんなのをしたらどうでしょうかというのを私、今までも岡井課長とか歯黒課長
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とかに幾つかアイデアを提出させていただいたと思いますけれども、それゆえにＤ

Ｃ後も継続できるコンテンツの創出が望ましいと思うんですけれども、この辺、各

課の認識を伺いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 歴史文化財担当課長。 

生涯学習課歴史文化財担当課長（岡井健司君） 文化財の観光への生かし方というこ

とで、ご提案、ご質問いただきました。 

 文化財保存活用地域計画の中でも、文化財を生かしたにぎわい創出ということで、

近江日野商人、神社仏閣、お祭り、もののふ、食文化、この５つをテーマといたし

まして、観光振興事業を重点措置というふうに位置づけをさせていただいておりま

す。 

 今回のデスティネーションキャンペーンの中でも、神社仏閣、お祭り、食文化、

これをテーマにした取組がもう既に幾つか候補と挙がってございます。これらを日

野を訪れて下さった方に暮らしの文化として体感いただけるようなコンテンツを

創出したい。今後もこのコンテンツが続くように、例えばお祭りとか神社、お寺を

担って下さっている方と観光客の方が交流、触れ合っていただくことでお互いがお

互いのよさを発見できる、そのようにしていきたいと考えております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） ぜひそういった広い日野の民俗文化といいますか、生活に根差

しての文化を知っていただいて。日野の人は当たり前だと思っちゃっているケース、

非常に多いんですけれども、日本の原風景が日野の中には今も生き続けているとい

うふうに思いますのでね。そういったものを求めている方というのは、ＡＩとかい

う時代になってきたらなおさら逆に増えてくるんじゃないかと思いますので、その

辺、アピールできればなというふうに思います。 

 次の質問をしたいと思うんですけど、このＤＣコンテンツの創出にあたりまして

は、日野町の豊かな歴史文化財と伝統芸能を掛け合わせて、３年間のＤＣのストー

リーというのをつくって、そのストーリーに沿った体験型の観光コンテンツを創出

してもらうのが望ましいと考えます。さっき商観の課長がおっしゃっていただいた

ように、おはやしを体験してもらうとか、ご本人が体験されることによって日野を

もう体で浴びてもらうというようなものがすばらしいんじゃないかなと思ってお

りますけれども、この３か年というのは、令和８年度のプレ、令和９年度の本番、

令和10年度のアフターを通じて、見るだけじゃなくて歴史的空間に没入し、地域住

民と紡ぐ特別な旅の演出であるというふうに思っております。これにより、ＤＣ後

も日野の魅力に触れるための来町者が増えて、コンテンツ自体も新たな日野の文化

として定着できるようになればと思いますけれども、そのような趣旨でのコンテン

ツ創出は考えられないものか伺います。商工観光課長か歴史文化財担当課長か、ち
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ょっと分かりませんけど。 

議長（杉浦和人君） 歴史文化財担当課長。 

生涯学習課歴史文化財担当課長（岡井健司君） 日野の新しい文化コンテンツの創出

ということで、文化財あるいは伝統文化と今の芸術とを掛け合わせて新しい創出が

できないかということでご提案を頂戴いたしました。大変魅力的なご提案で、この

３月議会でも正明寺を母体にそういった事業ができないかというご提案を頂戴し

ております。 

 現在、文化財のサイドでは進めております事業が様々にございまして、このＤＣ

のプレ、本番、アフターという３か年の枠組みでご提案のような事業を進めるのは

ちょっと難しゅうございます。特にＤＣのプレというのは事業化を具体化する年と

いうよりは、本番に向けた宣伝を県下一斉で強く打ち出すというふうな位置づけに

なってございます。そういう意味ではこの３か年でというのは少々難しい部分がご

ざいますが、新しい文化創出という意味では、来年度に計画をしております文化財

の事業がございます。その中で大いに参考にさせていただきたいと思っております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） このＤＣというのは、先ほど加納課長もおっしゃったようにき

っかけであるというふうに思いますので、３か年に関わらず、そういう日野の新し

い文化創出というのが、多くの方が加われる、日野町民だけじゃなくて、日野町に

来町される方もみんなでつくり上げる新しい日野の文化というのができるように、

ぜひ尽力いただきたいというふうに思います。 

 続きまして、ちょっとこれ、本当は副町長にお尋ねしたいと思っていたんですけ

れども。かつて、日野町では指揮者の篠崎靖男さんと一流の演奏家によるオーケス

トラ、ムジカ・チェレステのコンサートが、わたむきホール虹としがぎん経済文化

センター、ＫＥＩＢＵＮが中心となって、20年も続いてまいりました。町民の皆さ

んも世界有数の、なかなか普通だったら日野にいて見ることができない、どこかに

行かないと見れないような、こういったソリストさんの演奏、こういった本格的な

クラシック演奏が身近に鑑賞できる機会として毎年大変楽しみにしていらっしゃ

いました。 

 しかし、２年前にＫＥＩＢＵＮの補助を失ってからというものは、日野の新たな

文化として芽吹き始めていたこの取組も停滞したままとなっております。この件に

ついて、一番最初のこういった取組が始まってから今日までの経緯というのをちょ

っと教えていただきたいと思います。 

議長（杉浦和人君） ここで、本日の会議時間は議事の都合上、あらかじめ延長いた

します。 

 副町長。 
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副町長（安田尚司君） ありがとうございます。私も、あんなオーケストラが日野の

ところで聞けるのやというので、私、最初、聞いたときに感動したのを覚えており

まして。 

 きっかけというのは、私もその当時は分かりませんでしたけども、篠崎さんがウ

ィーン時代に、留学されていた時代に、大都市ではなく小さな町でもすばらしい質

の高いオーケストラがされているということで、日本でもできないかと、こういう

思いを持っておられたというところで、日本の中でどうだろうというところで、今

の滋賀銀行経済文化センターさんも滋賀県でクラシックを何とか広げたいという

思い、日野町の事業団も何とかそういうものをできないかと、こういう思いがあっ

て、篠崎さん自身が日野町を調べたときに、非常に歴史的なものもあって、文化水

準も高いんだというところと、それからもう１つは、やっぱり音響のすばらしいホ

ールがあるじゃないかと。それを活用できるなということも含めて、それを始めて

いただいたというところで、実際には2000年から始まって、2024年、最後、日野、

曳山のおはやしとコラボの、もう今までかつていないようなことで終わった形にな

っていますねけども、全部で13回していただきました。 

 この辺では本当にないようなすばらしいということで、評価をずっと得ていまし

て、日野だけにとどまらず、近隣からもたくさんの方が来られたというような経過

は知っておりますが、おっしゃるとおり、いろんな、お金だけの問題ではなくて、

やっぱり人材の問題とかいろんなことがあるようにはお聞きしております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） いろんな問題があるということでございますけれどもね。 

 これ、生涯学習課長にお尋ねしたいんですけれども、ムジカ・チェレステの再開

に向けて、いろんな問題があるにしても、多分一番大きい問題は資金的なところじ

ゃないかなというふうに思うんですけれども、ＫＥＩＢＵＮが抜けてちょっと資金

的に苦しいということでしたら、文化財を支援する民間の基金ですとか、クラウド

ファンディングというようなのがあるんですけれども、こういったものは検討され

ましたでしょうか、伺います。 

議長（杉浦和人君） 生涯学習課長。 

生涯学習課長（歯黒香織君） 現在のところ、ムジカ・チェレステの再開に向けて、

民間資金やクラウドファンディングなどについての検討には至っておりません。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） なかなか難しい面、いろいろあるとは思うんですけれども、こ

れ、町長にちょっとお尋ねしたいと思うんですけれども、ムジカ・チェレステの再

開に向けましては、指揮者の篠崎靖男さんからも、この２年間、度々情熱の籠もっ

たメッセージやメールを直接いただいております。 
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 当時のソリストの方々は、日野の皆さんの熱い思いに応えようと、常識では考え

られないような出演料で引き受けて下さっていたそうです。篠崎さんも、もしもム

ジカ・チェレステが再開できるなら、もうこれ、来年が最後のチャンスになるだろ

うなというふうにおっしゃっていらっしゃいます。 

 出演者の情熱もいつまでも続くものではありませんし、町民の思いも年々冷めて

しまう。これ、篠崎さんのお言葉ですけれども、全ての準備が整ってから開催を決

定する姿勢というのは、目的地までの信号が全て青になるのを待ってから出発しよ

うとするようなものであると。かつて先頭に立って旗を振って下さっていたわたむ

きホール虹の、その当時の事務局長でありました野崎さん、のような人が必要だと、

非常に強くおっしゃっていらっしゃいました。 

 まずは早い段階で開催を決定してしまわないと、篠崎さんはじめ支援して下さる

方々も、出演者や出資者、関係者への根回しに動くこともできない。例えば、２年

前に日野祭曳山囃子方交流会とのコラボ企画があったように、文化協会に所属する

団体を交えて、例えば日野祭ばやしや雅楽などでコンサートが幕を開けて、ムジ

カ・チェレステの本格クラシック演奏があって、最後は合唱団の第９で閉じるよう

な企画を、これから日野の文化として根づかせていくことはできないだろうかとい

う非常に熱いお言葉を頂いております。 

 その点も踏まえて、ムジカ・チェレステの再開をどの程度本気で考えていらっし

ゃるかを伺いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 町長。 

町長（堀江和博君） ありがとうございます。私も篠崎先生からたまにメールをいた

だいて、その情熱も本当に感謝しているところでございます。 

 今、議員おっしゃっていただいたように、全てがそろってからは遅いんじゃない

かという、大変一理あるご発言だと思います。この20年間、大変ご尽力を頂いてき

たことは事実でございますので、今後ムジカがどのようにしていくかについては、

私も大変気にしている、注視をしているところでございます。 

 ただ一方で、先ほど答弁ございましたとおり、財政基盤の部分と、あと運営体制、

人の部分、そこも大変裏場ではご尽力を頂いてきたというふうに伺っております。

そういった課題も一方で存在していることも事実でございますので、今後関係者の

皆様の熱意を認識した上で、どういった形であれば再開ができるのかということに

検討を重ねてまいりたいと思っております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） ぜひ本気で取り組もうと思っているんだという意識が見えるよ

うな動きがあればうれしいなと思いますし、篠崎さんも喜んで下さるというふうに

思っております。 
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 ムジカだけじゃないんですけれども、日野の新しい文化を根づかせるというのは

かなり大変なことやと思うんですけれども、やっぱりそれを望んでいらっしゃる町

民さんもいっぱいいらっしゃいますので、ムジカだけじゃなくて、ぜひこれからこ

の一つのＤＣをきっかけとして、日野の新しい文化創出に町民と一緒になって、行

政も議会も町民も一体になって進めていきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 それでは、３つ目の質問をさせていただきます。これも一問一答です。本年度か

ら始まった子ども・子育て支援金制度について伺います。 

 本年４月より、少子化対策の財源として、公的医療保険に加入するほぼ全ての国

民から、保険料に上乗せして子ども・子育て支援金が徴収されます。会社員や公務

員などの場合は、この５月給与からの徴収となったことと思います。公的医療保険

に上乗せして徴収されるため、独身者や子育て終了世帯への負担感が強く、自治体

の現場でも丁寧な説明と独自施策との整合性が求められております。日野町の現状、

少子高齢化、若者の流出、製造業の雇用などから、大きく次の３点を伺いたいと思

います。 

 まず、１つ目、制度への認識と町民への周知や影響についてから伺っていきたい

と思いますけど、支援金制度というのは実質的な増税との批判も中にはあったりし

まして、低所得層や単身世帯への影響も懸念されるところでありますけれども、こ

れ、町長にぜひ現状認識として伺いたいんですけど、政府は賃上げで実質的負担は

ないと説明しておりますけれども、町長は町民の家計負担増についてどのような認

識を持っていらっしゃるか伺いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 町長。 

町長（堀江和博君） 子ども・子育て支援金制度について、制度への認識と町民への

周知、影響についてご質問を頂きました。 

 町民の家計負担増については、物価高騰などによって様々な物、サービスが値上

げの傾向が続いておりまして、家計の負担はより増してきていると感じております。 

 町のほうでも物価高騰に直面する生活者等を支援するため、暮らし応援クーポン

券の配布を行うなど、早期の対応を要する事業について必要な予算措置を講じ、対

応してまいっておるわけですが、物価高騰は町の財政そのものにも大きな影響を及

ぼしますし、より一層厳しさを増すことも予想されますので、財政状況も踏まえな

がら効果の高い取組を今後も進めてまいりたいと考えております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） そうしましたら、杉村税務課長に伺いたいんですけれども、制

度導入によりまして、日野町全体で年間どの程度の徴収額が見込まれているんでし

ょうか。また、平均的な世帯での具体的な負担増のシミュレーションは行っていら
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っしゃるかを伺いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 税務課長。 

税務課長（杉村光司君） 制度に伴います町民への影響試算、そしてシミュレーショ

ンを行っているか等につきましてご質問いただきました。 

 まず、町民への影響試算につきましては、国民健康保険制度で述べさせていただ

きますと、全体としまして、子ども分としては約1,000万の徴収額を見込んでおり

ます。 

 シミュレーションのほうですが、平均的な世帯でいきますと、１世帯当たり年間

約2,700円の増というか、そういった形になると見込んでいます。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） １世帯平均年間2,700円ですか。結構大きいですね、これね。

琵琶湖何とか税とかよりも大分多いですね。 

 これ、杉村税務課長にお尋ねしたらいいのか、森子ども支援課長にお尋ねしてい

いのかちょっと分からないんですけど、保険料に上乗せされる仕組みというのは非

常に分かりにくいと思うんですね。町として町民に対していくら負担し、何が還元

されるのかを広報等で丁寧に説明はしていただきましたでしょうか。町民からの問

合せなどはなかったでしょうか、伺いたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 税務課長。 

税務課長（杉村光司君） それでは、まず周知のほうをしたのかといったことにつき

ましてですが、周知のほうにつきましては昨年度から行っています。まず、広報、

ホームページにおきまして、子ども・子育て支援金制度が始まるといった、この新

たな制度に対する周知を行ってきています。また、４月以降につきましては、広報

の５月号、そして６月号、そしてまたホームページのほうでもこの制度の概要、あ

るいは３月議会のほうでも提案し、議決いただきました税率等につきまして周知を

行ってきています。 

 さらに周知のほうですけれど、国民健康保険の加入世帯に対しまして、もうすぐ

納税通知書の発送をしていくんですけれど、ここにも制度のことを書かせてもらっ

てある、子ども・子育て支援金制度の概要と使途、使い道といったことのパンフレ

ットにつきまして、全世帯に配布するといった、同封して周知を図っていきたいと

いうふうに考えています。 

 また、この制度についての問合せのほうですが、税金のほうで上がってきますの

でということで、４月以降、何件かです。本当に数件と言って申し訳ないんですけ

ど、数件ほど、この制度が４月から始まる、あるいは国民健康保険が次から変わっ

てくるんやなといった問合せを頂いたことはあります。 

議長（杉浦和人君） 子ども支援課長。 
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子ども支援課長（森弘一郎君） 私のほうからは、この支援金を活用した町の還元策

についてお話しをさせていただきます。 

 今回、この支援金の使途につきましては、国が実施する子ども・子育て支援事業

の一部に充当されるということになっておりまして、具体的には本町に関係するも

のといたしましては、児童手当、それから出産・子育て応援給付金、そしてまたこ

ども誰でも通園制度、今年度から始まりました制度です。この新たな給付金など、

国庫負担金として交付される財源の一部に、この子ども・子育て支援金が含まれて

いるという制度設計になっております。 

 こうしたことから、徴収したこの支援金を町独自の施策に今現在、直接活用する

ことが認められておらないという状況なんですが、こういったことで今後町独自の

施策、事業を展開するにつきましては、今までどおりほかの国や県の支出金、そし

てその他の財源を活用して実施していくのではないかというふうに思っておりま

す。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 税務課長のほうからほんの数件しか問合せがないというふうに

伺いましたけど、それは非常にこれに対して思いを寄せられる方が少ないのか、あ

るいは子ども・子育て支援金制度そのものがまだ周知されていないのか、どちらか

はちょっと分からないところであると思いますけれども、子育て中の方というのは

多分関心もお持ちですし、メリットも明確に分かりますので、こういったものの新

しく始まることについては肯定的に考えていらっしゃる方も多いというふうに思

います。 

 ところが、子どもを育てていらっしゃらない独身者であるとか、あるいは子育て

が終わっちゃった我々のような世代の方々の中には、子ども・子育て支援金制度は

おろか、こども家庭庁そのものに対しても関心が薄い方も中にはやっぱりいらっし

ゃると思うんですね。だから、こういった年間2,700円にも上るようなものを徴収

するわけですから、これ、国の制度でありますけれども、どっちかというと子育て

していらっしゃらない世代の方々に理解を求めるためのしっかりした説明という

のが必要だと思いますし、そういった方々に対するメリットというのもしっかり分

かってもらう必要というのはあると思うんですね。 

 そこで、徴収に見合う日野町独自の還元策というのを幾つかちょっと提案してい

こうと思うんですけれども、支払うだけでメリットがないと不満を解消するために、

町独自の支援策を強化することはできないかということで、まず使途の透明化です

ね。支援金は国全体の財源ではありますけれども、これによって国からの補助金が

増える場合、それをどう町の子育て施策に上乗せしていくのかを具体的に示すこと

が必要だというふうに思うんですね。 
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 何に使うかというのは、もう国のほうで決めますので、町で決めることはできな

いというのは思うんですけれども、例えば日野町版の子育て支援の拡充ということ

で、医療費助成。今、高校生まで医療費が無料化になっておりますけれども、これ

をこの先もずっと続けていきますよというような、何か確約的なものがしっかりと

あれば、いろんな部分でこういうものにもつながっているんだなと、大事なんだな

というのはある程度分かってもらえるんじゃないかと思いますし、学校の給食費に

つきましても、今この春から国の施策に合わせて小学校での給食費の無償化が始ま

ったところでございますけれども、中学校での給食費の無償化とか、大幅軽減に向

けた検討委員会といいますか、そういったものを発足させて、実質的な家計負担を

相殺できないかを考えることができないかとか、あるいは、いわゆる独身税的な側

面というのがやっぱりありまして、独身税と呼んでいる人も中にはありますよね。

こういった独身層も利用できるような地域コミュニティー支援とか、全世帯が恩恵

を感じる公共交通、チョイソコひのとかの利用可能日や台数増につなげられないか。 

 今回の子ども子育て支援金制度の中からこれに回すことはできないと思います

けれども、こういったものも結果的にはそっち側を拡充することによって理解を深

めてもらえるんじゃないかと思うんですけど、こういったことが可能かどうか伺い

ます。 

議長（杉浦和人君） 住民課長。 

住民課長（増田武司君） 今、後藤議員のほうから医療費助成のことでご質問いただ

きました。 

 今現在、高校生まで医療費を無料化しているんですけども、今のところ継続して

ずっとしていこうと思っております。 

 それで、さらなる拡大というのなんですけども、今のところちょっと考えており

ません。 

議長（杉浦和人君） 教育次長。 

教育次長（正木博之君） 学校給食の中学校の給食費についてということで、明日、

一般質問で松田議員さんのほうからもご質問を頂戴しておるところでございます。 

 教育委員会としましては、現在中学校の給食の無償化というのは町の財源では考

えておりません。 

 検討委員会を発足しますと、そこに向けてということになりますので、どのよう

なことが支援金の今度のことで全町民の皆さんに還元できるかということは、また

研究してまいりたいと思います。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 実際、これは国が徴収しまして、使途も国が決めますので、な

かなか町で何かができるということは、この支援金の中からは難しいというか、不
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可能であると思いますけれども、サービスとして子育てをしていない世帯にもちゃ

んと目を向けていますよというのを示せるような何かがやっぱり必要じゃないか

と思いますので、その辺もぜひ考えていただきたいなというふうに思います。 

 また、若者の定住と少子化対策への本質的な部分もちょっと伺いたいと思うんで

すけれども、金銭的な支援だけじゃなくて、日野町で産み育てたいと思える環境づ

くりですね。企業の例えば賃上げ支援。政府は賃上げで負担ゼロを掲げております

けれども、実際2,700円やったら賃上げで何とか相殺できるのと違うかというふう

に言っているわけですけれども、給料を払っている企業のほうとしては、これだけ

材料費や何や上がってきますと、工場なんかでも非常に経営が苦しい状況にあると

いうふうに思います。 

 そこで、町内の中小企業が社会保険料負担増に耐えて賃上げを実現できるように、

町として独自の経営支援策を講じるべきではないかなというふうに思うんですけ

れども、この辺は商工観光課長、お願いします。 

議長（杉浦和人君） 商工観光課長。 

商工観光課長（加納治夫君） 議員おっしゃるとおり、生活を改善して賃上げしてい

くことで、日野町に住みよいというような思いを持っていただくというのはすごく

大事なことだなというふうに思っています。 

 しかしながら、町独自の賃上げということはございませんが、現在国の厚生労働

省のほうでは、賃上げの支援策ということで、生産性の向上とか非正規雇用労働者

の処遇改善、それとより高い処遇への労働移動等を通じてということで、賃上げの

助成のパッケージというのがございますので、そのようなものに対しての周知を図

っていきたいなというふうには思っております。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 町単でできることというのは、もう本当に限られているという

ふうには思いますけれども、賃上げをして結果的に企業そのものの体質が弱ってし

まったら本末転倒になってしまいますので、その企業をしっかり助けてあげること

によって、賃上げが結果的に実現できる、こういう体制を、国からの補助も含めて、

しっかりとサポートしていってあげればなというふうに思いますので、ぜひよろし

くお願いします。 

 また、多子世帯への独自加算、国の制度に加えて町内に住む第三子以降の出産祝

い金とか教育手当の増額というのは検討できないかなというふうに思うんですけ

れども、この辺はいかがでしょうか。 

議長（杉浦和人君） 住民課長。 

住民課長（増田武司君） 多子の祝い金の増額なんですけども、今のところ財政上、

できないという状態で、国庫会計に限ってはそういうことになりますのでよろしく
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お願いいたします。 

議長（杉浦和人君） 教育次長。 

教育次長（正木博之君） 教育手当につきましても、併せてご質問頂戴しました。 

 確かに多子のご家庭におきましては、いろんな教育費が、塾でありますとか、塾

に伴う送迎代とか、いろいろかかるというところでございますけれども、現在のと

ころは今回のこの支援金のことをきっかけにそのようなことの手当てをするとい

うことはちょっと検討しておりません。 

議長（杉浦和人君） 後藤勇樹君。 

11番（後藤勇樹君） 今、なかなか難しいというお話を住民課長からも教育次長から

もお話を伺ったわけですけれども、結果的に、長い目で見ていきますと子どもが産

み育てやすい町になれば、すごい、話があれですけれども、その子どもが日野に定

住して下されば税収の安定化にもつながりますし、またそういった方々が増えて町

内で働いていただければ、町内の安定したやっぱり企業なんかの誘致にもつながっ

ていくし、その企業さんからの税収というのも見込めるわけで、長い目で見ていけ

ば、その方々が将来の日野町そのものだというふうに子どもさんたちは思いますの

で、なかなか急激に何かを変えるというのは難しいと思いますけれども、ぜひでき

ないかなという目で見て考えていってほしいなというふうに思います。 

 また、若者世代の方々の意見聴取も仮称若者会議というのがございますので、そ

こから今、議員になって下さる方もいらっしゃいますけれども、そういった方々の

意見もしっかり聞きながら、本当に若者の方々、あるいは子育てしていらっしゃる

方々が求めている支援というのは何なのか。お金だけじゃないというふうに思いま

すし、こういった生の声というのをしっかり聴取していただいて、そういったもの

をかなえる町になっていって、今ここで暮らしている方々が住みよい町になれば、

絶対に、移住定住策といいますけど、移住のための施策を打たなくても、そんな町

は誰でも住みたいわけですから、移住施策の拡充にもつながっていくと思いますの

で、ぜひしっかりとお願いしたいと思います。 

 以上で質問を終わらせていただきます。 

議長（杉浦和人君） 以上で３名の諸君の質問を終わります。 

 その他の諸君の一般質問は明12日行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

－異 議 な し－ 

議長（杉浦和人君） ご異議なしと認めます。 

 それでは、その他の諸君の一般質問は明12日に行いますので、定刻ご参集をお願

いいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 全員起立、一同礼。 
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－起 立 ・ 礼－ 

議長（杉浦和人君） お疲れさまでした。 

－散会 １７時２１分－ 


